
[

事
実]

本
件
甲
乙
丙
丁
戊
の
土
地
五
筆
は
、
も
と
も
と
一
筆
の

土
地

(

二
番
一)

を
形
成
し
、
か
つ
て
訴
外
会
社
Ａ１

の
所
有
に
属
し

て
い
た
。
こ
こ
に
、
関
東
大
震
災
後
の
大
正
一
二
年
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
、
訴
外
Ａ２

が
、
右
土
地
甲
な
い
し
戊
の
五
区
画
の
部
分
に

そ
れ
ぞ
れ
甲
な
い
し
戊
建
物
五
棟
を
建
築
し
て
、
地
中
に
こ
れ
ら
建

物
か
ら
の
排
水
を
ま
か
な
う
排
水
管
を
埋
設
し
、
か
つ
地
表
に
排
水

桝
を
設
け
た
。
こ
の
建
物
の
う
ち
、
Ｙ
方
の
先
代
Ｙ́
が
甲
建
物
を
Ａ２

か
ら
賃
借
し
て
い
た
。
Ａ１

会
社
は
、
同
二
番
一
の
土
地
を
大
蔵
省
に

物
納
、
昭
和
二
七
年
に
、
同
省
は
、
Ａ２

の
子
で
あ
る
Ａ３

に
対
し
て
こ

れ
を
払
い
下
げ
た
。
同
年
に
、
Ａ３

は
、
二
番
一
か
ら
丁
戊
土
地
を
分

筆
し
た
。
昭
和
三
八
年
に
Ｙ́
を
Ｙ
が
相
続
、
同
四
六
年
に
Ａ２

を
Ａ３

が

相
続
、
Ａ３

は
、
二
番
一
の
土
地
の
残
地
を
甲
乙
丙
建
物
の
敷
地
ご
と

に
分
筆
し
て
甲
乙
丙
土
地
を
形
成
し
、
甲
土
地
及
び
甲
建
物
を
Ｙ
に
、

乙
土
地
及
び
乙
建
物
を
Ｂ
に
売
り
渡
し
た

(

い
ず
れ
も
昭
和
四
八
年

一
○
月
一
一
日)

。

甲
建
物
と
乙
建
物
の
間
の
ス
ペ
ー
ス
が
公
道
に
到
る
通
路
と
し
て

使
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
通
路
は
、
甲
土
地
と
乙
土
地
の
境
界
を
跨

い
で
い
る
。
通
路
全
体
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
わ
れ
、
前
記
排
水
管

は
乙
土
地
の
地
中
に
あ
る
。
甲
建
物
の
玄
関
は
公
道
に
面
し
て
い
る

が
、
そ
の
勝
手
口
は
こ
の
通
路
に
面
し
て
い
る
。
Ｙ
は
、
こ
の
通
路

の
公
道
に
到
る
出
入
口
に
扉
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
排
水
桝
は
甲

土
地
と
乙
土
地
に
跨
っ
て
い
る
。
昭
和
五
五
年
頃
、
丙
戊
建
物
は
取

り
壊
さ
れ
て
丙
戊
土
地
を
敷
地
と
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
、

こ
れ
ら
の
土
地
か
ら
の
本
件
排
水
管
へ
の
排
水
は
行
な
わ
れ
な
く
な
っ

た
。
そ
の
後
、
Ｙ
は
甲
土
地
上
に
湯
殿
を
設
置
し
、
そ
の
排
水
を
乙

土
地
上
の
排
水
孔
か
ら
本
件
埋
設
排
水
管
に
流
す
よ
う
に
な
っ
た
。
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乙
土
地
及
び
乙
建
物
は
Ｂ
を
経
て
転
々
譲
渡
さ
れ
、
昭
和
六
二
年
に

Ｃ
会
社
が
そ
の
所
有
権
を
取
得
、
Ｃ
は
乙
建
物
を
取
り
壊
し
、
乙
土

地
は
更
地
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
前
記
排
水
施
設
は
、
甲
丁
建
物

か
ら
の
排
水
を
ま
か
な
う
の
み
と
な
り
、
現
在
に
到
っ
て
い
る
。
平

成
一
二
年
に
乙
土
地
が
競
売
に
付
さ
れ
、
Ｘ
が
こ
れ
を
競
落
し
た
。

こ
の
頃
、
Ｙ
は
、
か
つ
て
湯
殿
を
設
け
て
い
た
甲
土
地
上
の
そ
の
部

分
に
浴
室
を
設
け
て
い
る
。
そ
の
給
湯
管
と
排
水
管
は
乙
土
地
の
地

表
に
設
置
し
さ
れ
て
お
り
、
同
浴
室
か
ら
の
排
水
は
、
こ
の
排
水
管

を
経
由
し
て
、
乙
土
地
中
の
埋
設
排
水
管
へ
流
入
し
て
い
る
。

Ｘ
は
、
Ｙ
を
相
手
と
し
て
、
乙
土
地
所
有
権
に
も
と
づ
き
、
同
土

地
へ
の
立
入
禁
止
、
そ
の
地
表
及
び
地
中
に
設
置
さ
れ
た
給
排
水
設

備
一
切
の
撤
去
、
Ｙ
が
公
道
へ
の
出
入
口
に
設
け
た
扉
の
撤
去
、
不

法
行
為
を
原
因
と
す
る
損
害
賠
償
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
し
た
。
こ

れ
に
対
し
て
Ｙ
は
、
次
の
理
由
で
、
甲
土
地
を
要
役
地
、
乙
土
地
を

承
役
地
と
す
る
地
役
権
の
確
認
、
設
定
行
為
又
は
時
効
取
得
を
原
因

と
す
る
地
役
権
設
定
登
記
手
続
、
通
行
及
び
下
水
道
設
備
使
用
の
妨

害
禁
止
を
求
め
る
反
訴
を
提
起
し
た
。

①

Ａ３

に
よ
る
甲
乙
土
地
・
建
物
そ
の
他
の
不
動
産
の
売
り
渡
し

に
よ
り
、
Ｙ
ら
そ
の
他
の
買
主
は
本
件
埋
設
排
水
管
等
の
共
有

持
分
権
を
取
得
し
た
が
、
こ
の
と
き
Ｙ
は
、
乙
土
地
所
有
権
を

取
得
し
た
Ｂ
か
ら
、
黙
示
的
に
、
通
行
及
び
下
水
道
設
置
利
用

の
た
め
の
地
役
権
の
設
定
を
受
け
た
。

②

Ａ２

に
よ
る
乙
土
地
上
の
通
路
開
設
は
Ｙ
自
ら
の
通
路
開
設
と

同
視
す
べ
き
で
あ
り
、
Ｙ
は
、
甲
土
地
建
物
取
得
の
時
に
通
行

及
び
下
水
道
設
置
利
用
の
権
利
を
有
す
る
と
過
失
な
く
信
じ
た

か
ら
、
こ
の
時
か
ら
一
○
年
の
経
過
に
よ
り

(

そ
う
で
な
く
て

も
二
○
年
の
経
過
に
よ
り)

、
地
役
権
を
時
効
に
よ
り
取
得
し

た
。

③

最
判
平
成
一
○
年
一
二
月
一
八
日
は
、
承
役
地
譲
受
人
が
要

役
地
所
有
者
に
よ
る
通
路
使
用
を
認
識
し
て
い
た
等
の
場
合
に

地
役
権
設
定
登
記
欠
缺
を
主
張
し
う
る
第
三
者
に
あ
た
ら
な
い

と
し
て
お
り
、
そ
の
趣
旨
か
ら
、
Ｙ
は
Ｘ
に
対
し
て
地
役
権
を

登
記
な
く
し
て
対
抗
し
登
記
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
対
す
る
Ｘ
の
反
論
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

①

Ｘ
が
通
行
し
て
き
た
土
地
は
、
建
築
物
を
境
界
線
か
ら
五
○

セ
ン
チ
保
つ
こ
と
を
規
定
す
る
民
法
二
三
四
条
の
制
限
に
よ
っ

て
生
じ
た
空
き
地
で
あ
り
、
通
行
地
役
権
に
も
と
づ
く
通
路
と

は
性
質
が
異
な
る
。

②

通
行
地
役
権
の
時
効
取
得
の
た
め
に
は
、
要
役
地
所
有
者
に

よ
る
通
路
開
設
が
必
要
で
あ
る
が
、
本
件
で
は
そ
の
要
件
が
満

た
さ
れ
て
い
な
い
。

③

Ｘ
に
よ
る
地
役
権
存
在
の
認
識
又
は
認
識
可
能
性
は
、
乙
土

地
競
落
の
た
め
の
入
札
時
を
基
準
と
す
べ
き
と
こ
ろ
、
そ
の
物

件
明
細
書
に
通
路
存
在
や
下
水
道
存
在
の
記
載
は
な
く
、
Ｙ
に
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よ
る
乙
土
地
利
用
は
、
位
置
、
形
状
、
構
造
な
ど
か
ら
客
観
的

に
明
ら
か
な
状
況
で
は
な
く
、
Ｘ
は
登
記
欠
缺
を
主
張
す
る
正

当
な
利
益
を
有
す
る
。

[

判
旨]

本
訴
一
部
棄
却
・
一
部
認
容
、
反
訴
認
容
。｢

旧
二
番

一
土
地
を
甲
な
い
し
丙
土
地
に
分
筆
し
た
上
で
昭
和
四
八
年
に
な
さ

れ
た
甲
な
い
し
丙
土
地
の
売
買
の
際
、
Ｙ
及
び
Ｂ
を
含
む
当
該
売
買

当
事
者
間
に
お
い
て
は
、
当
時
の
本
件
通
路
の
利
用
状
況
、
す
な
わ

ち
本
件
通
路
を
近
隣
住
民
の
通
行
及
び
下
水
道
の
設
置
利
用
に
供
す

る
状
態
を
継
続
す
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
と
い
う
べ
き
で
あ

り
、
甲
な
い
し
丙
土
地
を
取
得
し
た
者
は
、
本
件
通
路
に
つ
き
通
行

及
び
下
水
道
の
設
置
利
用
を
す
る
地
役
権
を
取
得
す
る
一
方
、
自
己

の
所
有
す
る
土
地
に
つ
き
同
様
の
地
役
権
の
負
担
を
受
け
る
も
の
と

す
る
旨
の
黙
示
の
契
約
が
締
結
さ
れ
た
と
み
る
の
が
、
当
事
者
の
合

理
的
意
思
に
沿
う
と
い
う
べ
き
で
あ
る｣

｢

通
行
及
び
下
水
道
設
置
利
用
の
た
め
の
地
役
権
の
承
役
地
が
譲

渡
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
譲
渡
の
時
に
、
同
承
役
地
が
要
役
地
の

所
有
者
に
よ
っ
て
継
続
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
そ
の
位
置
、

形
状
、
構
造
等
の
物
理
的
状
況
か
ら
客
観
的
に
明
ら
か
で
あ
り
、
か

つ
、
譲
受
人
が
そ
の
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
か
又
は
認
識
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
っ
た
と
き
は
、
譲
受
人
は
、
上
記
地
役
権
が
設
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
特
段
の
事
情
が
な
い
限

り
、
地
役
権
設
定
登
記
の
欠
缺
を
主
張
す
る
に
つ
い
て
正
当
な
利
益

を
有
す
る
第
三
者
に
当
ら
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る

(

最
高
裁
判
所

平
成
八
年
オ�
第
二
三
四
二
号
同
一
○
年
一
二
月
一
八
日
第
二
小
法
廷

判
決
・
民
集
五
二
巻
一
号
六
五
頁
参
照)

。

ま
た
、
承
役
地
の
所
有
権
が
競
売
に
よ
る
売
却
に
よ
っ
て
移
転
し

た
場
合
に
お
い
て
、
競
落
人
が
地
役
権
の
登
記
の
欠
缺
を
主
張
す
る

正
当
の
利
益
を
有
す
る
第
三
者
に
当
た
る
か
否
か
を
判
断
す
る
に
際

し
て
は
、
上
記

『

譲
渡
の
時』

と
は
、
不
動
産
の
競
売
に
あ
っ
て
は

売
却
許
可
決
定
の
確
定
を
も
っ
て
売
買
が
確
定
的
に
成
立
す
る
こ
と

か
ら
、
承
役
地
に
関
す
る
売
却
許
可
決
定
が
確
定
し
た
時
と
解
す
る

の
が
相
当
で
あ
る｣

｢

平
成
一
二
年
六
月
一
五
日
当
時
、
乙
土
地
が
、
Ｙ
に
よ
っ
て
通

行
及
び
下
水
道
設
備
の
設
置
の
た
め
に
継
続
的
に
利
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
客
観
的
に
明
ら
か
で
あ
り
、
か
つ
、
Ｘ
に
お
い
て
そ
の
こ
と

を
認
識
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
い
え
る｣

｢

し
た
が
っ
て
、
Ｘ
は
本
件
地
役
権
に
つ
い
て
登
記
の
欠
缺
を
主

張
す
る
に
つ
い
て
正
当
な
利
益
を
有
す
る
第
三
者
に
当
た
ら
な
い
か

ら
、
Ｙ
は
、
Ｘ
に
対
し
、
本
件
地
役
権
に
つ
い
て
、
登
記
な
く
し
て

対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る｣

｢
地
役
権
の
承
役
地
の
譲
受
人
が
地
役
権
設
定
登
記
の
欠
缺
を
主

張
す
る
に
つ
い
て
正
当
な
利
益
を
有
す
る
第
三
者
に
当
た
ら
ず
、
地

役
権
者
が
譲
受
人
に
対
し
登
記
な
く
し
て
地
役
権
を
対
抗
で
き
る
場

黙
示
の
地
役
権
設
定
と
登
記
請
求

(
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合
に
は
、
地
役
権
者
は
、
譲
受
人
に
対
し
、
同
権
利
に
基
づ
い
て
地

役
権
設
定
登
記
手
続
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、
譲
受
人
は
こ
れ
に

応
ず
る
義
務
を
負
う
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る

(

最
高
裁
判
所
平
成

八
年
オ�
第
二
三
四
二
号
同
一
○
年
一
二
月
一
八
日
第
二
小
法
廷
判
決
・

民
集
五
二
巻
一
号
六
五
頁
参
照)

。

｢

し
た
が
っ
て
、
Ｙ
は
、
Ｘ
に
対
し
、
昭
和
四
八
年
一
○
月
一
一

日
設
定
を
原
因
と
す
る
本
件
地
役
権
の
設
定
登
記
手
続
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る｣

(

編
集
の
都
合
上
、
本
稿
で
の
判
決
引
用
に
あ
た
っ

て
は
横
書
を
縦
書
と
し
た
た
め
、
算
用
数
字
を
漢
数
字
に
改
め
た)

[

研
究]

一

事
実
関
係
並
び
に
争
点
・
論
点
の
整
理

ま
ず
提
訴
時
点
に
お
け
る
、
係
争
地
と
そ
の
地
上
又
は
地
中
に
設

置
さ
れ
た
用
排
水
設
備
の
状
況
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

①

係
争
地
た
る
乙
土
地
に
は
、
隣
接
す
る
甲
土
地
の
一
部
に
跨
っ

て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
が
施
さ
れ
、
通
路
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
。

②

乙
土
地
の
地
中
に
は
排
水
管
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
。

③

甲
土
地
と
乙
土
地
を
跨
い
で
排
水
桝
が
地
表
に
設
置
さ
れ
て

い
る
。

④

甲
土
地
上
の
浴
室
の
た
め
の
給
排
水
管
が
乙
土
地
上
に
設
置

さ
れ
て
い
る
。

右
の
う
ち
、
通
路
と
埋
設
排
水
管(

①
②)

は
、
大
正
一
二
年
頃
、

Ａ２

に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
て
い
る
。
地
表
の
排
水
桝

(

③)

に
つ
い
て

は
不
明
だ
が
、
お
そ
ら
く
こ
れ
も
こ
の
頃
、
Ａ２

に
よ
っ
て
②
と
と
も

に
設
置
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
①
と
③
は
目
視
可
能
だ
が
、
②
は
目
視

不
可
能
で
あ
る
。
④
の
浴
室
は
Ｙ
が
平
成
一
二
年
頃
に
設
置
し
た
も

の
だ
が
、
②
の
埋
設
排
水
管
に
連
な
る
乙
土
地
上
排
水
管
と
給
湯
管

(

い
ず
れ
も
目
視
可
能)

は
、
お
そ
ら
く
こ
の
時
に
Ｙ
が
設
置
し
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

さ
て
、
本
件
は
、
一
筆
の
土
地
が
分
譲
さ
れ
、
新
た
に
生
じ
た
境

界
を
跨
る
通
路
状
土
地
に
お
け
る
通
行
及
び
排
水
管
等
設
置
の
た
め

の
地
役
権
の
有
無
に
つ
き
争
わ
れ
た
事
例
で
あ
る
。
本
件
に
お
け
る

事
実
認
定
上
の
争
点
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

�
Ｂ
Ｙ
間
に
黙
示
の
地
役
権
設
定
行
為
が
あ
っ
た
か
。

�
Ｙ
に
よ
る
地
役
権
時
効
取
得
の
た
め
の
要
件
が
満
さ
れ
て
い

る
か
。

�
Ｘ
が
Ｙ
に
よ
る
係
争
地
利
用
を
認
識
し
て
い
た
か
、
又
は
認

識
可
能
で
あ
っ
た
か
。

次
に
、
本
件
に
お
け
る
法
解
釈
上
の
論
点
は
、
以
下
の
通
り
で
あ

る
。〈

１
〉

通
行
及
び
排
水
施
設
等
の
た
め
の
地
役
権
を
有
す
る
者

は
、
未
登
記
で
あ
っ
て
も
競
売
に
も
と
づ
く
承
役
地
取
得
者

に
対
し
て
対
抗
力
を
有
す
る
か
。

〈
２
〉

黙
示
の
設
定
行
為
に
よ
る
地
役
権
者
が
承
役
地
所
有
者
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に
対
し
て
地
役
権
設
定
登
記
請
求
権
を
有
す
る
か
。

本
判
決
は
、��
の
事
実
を
認
定
し
、�
に
つ
い
て
は
判
断
を
し

な
か
っ
た
。
黙
示
の
設
定
行
為
に
よ
る
地
役
権
取
得
を
認
め
る
な
ら
、

重
ね
て
時
効
に
よ
る
そ
の
取
得
を
認
め
る
必
要
性
が
な
い
と
、
裁
判

所
が
判
断
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

二

黙
示
の
設
定
行
為

黙
示
の
設
定
行
為
が
存
在
し
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
本
判
決
は
、

分
譲
地
買
受
人
た
る
Ｂ
と
Ｙ
ら
と
の
間
で
、｢

本
件
通
路
に
つ
き
通

行
及
び
下
水
道
の
設
置
利
用
に
供
す
る
状
態
を
継
続
す
る
こ
と
が
前

提
と
さ
れ
て
い
た｣

こ
と
を
根
拠
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
者
が
、
相
互

に
他
人
所
有
地
の
地
役
的
利
用
と
自
己
所
有
地
の
負
担
制
限
を
許
容

し
合
っ
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、
相
互
利
用

と
相
互
負
担
の
合
意
が
当
事
者
の
合
理
的
意
思
解
釈
と
し
て
可
能
で

あ
る
。
本
判
決
は
、
こ
れ
を
昭
和
四
八
年
一
○
月
一
一
日

(
Ｂ
と
Ｙ

ら
が
こ
れ
ら
の
土
地
建
物
を
Ａ３

か
ら
買
い
受
け
た
日)

に
求
め
て
い

る
。
そ
の
後
、
乙
建
物
が
取
り
壊
さ
れ
て
相
互
利
用
・
負
担
の
関
係

が
終
わ
っ
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
甲
乙
土
地
に
お
け
る
要
役
地
と
承

役
地
の
関
係
は
終
了
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

私
道
上
に
工
作
物

(

塀
、
門
扉
、
樹
木
な
ど)

が
設
置
さ
れ
た
こ

と
が
原
因
で
、
こ
の
私
道
に
連
な
る
宅
地
所
有
者
が
こ
の
設
置
を
通

行
権
妨
害
と
し
て
排
除
を
求
め
た
事
例
は
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

か
か
る
事
例
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
本
件
の
よ
う
に
、
し
ば
し
ば

黙
示
の
通
行
地
役
権
設
定
を
認
め
て
同
私
道
上
の
通
行
利
益
を
保
護

す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
典
型
は
、
本
件
の
よ
う
に
、
そ
の
宅
地
と

私
道
が
一
筆
の
土
地
の
分
譲
に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
Ａ
が
一
筆
の
自
己
所
有
地
を
二
筆
に
分
け
、
両
土
地

の
通
路
と
す
る
た
め
に
両
土
地
の
一
部
ず
つ
に
境
界
上
に
亘
っ
て
一

体
的
通
路
を
開
設
し
、
こ
の
う
ち
の
一
筆
を
ま
ず
Ｂ
に
、
次
に
他
方

を
Ｃ
に
、
そ
れ
ぞ
れ
宅
地
と
し
て
分
譲
す
る
場
合
を
考
え
よ
う
。
最

初
の
Ａ
Ｂ
間
の
土
地
売
買
の
際
に
、
Ａ
は
当
然
に
、
自
己
所
有
地
と

し
て
留
保
し
た
土
地
上
の
通
路
の
使
用
を
Ｂ
に
許
諾
し
て
、
他
方
の

土
地
を
Ｂ
に
譲
渡
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
Ａ
は
、
Ｂ
に
譲
渡
し
た

土
地
上
の
通
路
の
使
用
権
を
、
Ａ
が
留
保
し
た
宅
地
の
従
た
る
権
利

と
し
て
Ｂ
に
認
め
さ
せ
る
意
思
を
有
す
る
は
ず
で
あ
る
。
次
に
、
Ａ

が
自
己
に
留
保
し
た
土
地
を
Ｃ
に
譲
渡
す
る
に
際
し
て
は
、
こ
の
土

地
の
通
路
上
の
義
務
負
担
と
、
Ｂ
所
有
地
上
の
通
路
使
用
権
と
を
Ｃ

に
引
き
継
が
せ
る
意
思
を
有
す
る
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ

こ
で
、
Ａ
Ｂ
間
売
買
と
Ａ
Ｃ
間
売
買
に
お
い
て
、
そ
の
双
方
ま
た
は

一
方
で
、
私
道
通
行
権
と
そ
の
義
務
負
担
が
売
買
の
内
容
と
し
て
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
れ
ば

(

た
と
え
地
役
権
と
い
う
法
律
用
語
が
示
さ

れ
て
い
な
い
と
し
て
も)

、
そ
れ
が
明
示
に
よ
る
通
行
地
役
権
設
定

と
評
価
し
う
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
が
関
係
者
の
明
示
の
意
思
表
示

を
も
っ
て
確
認
さ
れ
て
い
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
事
者
の
合
理

黙
示
の
地
役
権
設
定
と
登
記
請
求
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的
意
思
解
釈
と
し
て
、
や
は
り
通
行
地
役
権
設
定
を
推
認
し
う
る
。

こ
れ
こ
そ
が
、
黙
示
の
通
行
地
役
権
設
定
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
こ

で
い
う
当
事
者
と
は
、
分
譲
者
と
被
分
譲
者(

Ａ
と
Ｂ)

で
あ
る
が
、

通
常
は
、
被
分
譲
者

(

Ｂ
Ｃ)

相
互
に
お
い
て
、
後
の
被
分
譲
者

(

Ｃ)

が
こ
の
権
利
義
務
を
分
譲
者
Ａ
か
ら
承
継
す
る
意
思
を
有
す

る
で
あ
ろ
う
。
分
譲
地
内
通
路
に
お
け
る
通
行
地
役
権
が
認
容
さ
れ

た
下
級
審
判
決
の
中
で
、
こ
れ
ら
は

｢

交
錯
的
な
通
行
地
役
権｣

と

呼
ば
れ
て
い
る

(

東
京
地
判
昭
和
五
一
年
一
月
二
八
日
下
民
集
二
七

巻
一
〜
四
号
七
頁
、
東
京
地
判
昭
和
五
六
年
三
月
一
九
日
判
時
一
○

二
四
号
七
三
頁)

。

以
上
の
よ
う
に
、
本
件
の
よ
う
な
分
譲
地
内
通
路
に
お
い
て
は
、

明
示
の
通
行
権
地
役
権
設
定
が
な
く
て
も
、
当
事
者
の
合
理
的
意
思

解
釈
と
し
て
、
黙
示
の
設
定
が
あ
っ
た
と
認
め
う
る
。
そ
の
よ
う
に

し
て
地
役
権
の
存
在
を
認
定
す
る
限
り
、
実
務
的
に
は
重
ね
て
時
効

を
問
題
と
す
る
必
要
は
な
い
。
た
だ
、
本
件
の
よ
う
な
分
譲
地
内
通

路
に
お
け
る
通
行
地
役
権
の
認
容
に
あ
た
っ
て
は
、
黙
示
の
設
定
行

為
と
時
効
取
得
と
い
う
二
つ
の
方
法
は
、
紙
一
重
と
い
う
と
こ
ろ
で

あ
ろ
う
。

三

時
効
取
得

地
役
権
の
時
効
取
得
は
、
継
続
的
に
行
使
さ
れ
、
か
つ
、
外
形
上

認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
る
が

(

民
法
二

八
三
条)

、
こ
れ
に
加
え
て
、
通
行
を
目
的
と
す
る
地
役
権
に
つ
い

て
は
、
要
役
地
所
有
者
自
身
に
よ
る
通
路
開
設
を
要
件

(

以
下
、
本

稿
で
は
こ
れ
を
単
に

｢

開
設
者
要
件｣

と
称
し
た
い)

と
す
る
の
が

判
例
の
立
場
で
あ
る

(

最
判
昭
和
三
○
年
一
二
月
二
六
日
民
集
九
巻

一
四
号
二
○
九
七
頁
、
最
判
昭
和
三
三
年
二
月
一
四
日
民
集
一
二
巻

二
号
二
六
八
頁)

。
本
件
に
お
い
て
、
通
路
を
開
設
し
、
ま
た
排
水

設
備
を
設
置
し
た
の
は
Ａ２

だ
と
推
測
さ
れ
る
。
と
す
る
と
、
本
件
に

お
い
て
判
例
上
は
、
一
見
、
Ｙ
に
よ
る
時
効
取
得
は
不
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
が
、
Ｙ
保
護
に
あ
た
っ
て
本
判
決
が
時
効
と
い
う
手
段
を
避
け

た
理
由
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
私
道
た
る
通
路
に
お
け
る
通
行

権
訴
訟
の
事
例
研
究
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
通
路
が
こ
れ
ま
で
使
用

者
に
と
っ
て
不
可
欠
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
判
決

の
意
義
を
探
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
開
設
者
要
件
に

関
す
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
そ
の
事
実
関
係
に
立

ち
入
っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

[

１]

最
判
昭
和
三
〇
年
一
二
月
二
六
日
民
集
九
巻
一
四
号
二
〇

九
七
頁

Ａ
は
、
昭
和
一
○
年
頃
、
Ａ
所
有
地
を
甲
土
地
と
乙
土
地
に
分
筆

し
、
甲
土
地
が
袋
地
と
な
っ
た
の
で
、
乙
土
地
上
に
通
路
を
開
設
し

た
。
そ
の
後
、
甲
土
地
に
つ
き
、
Ａ
か
ら
申
請
外
人
を
経
て
Ｘ
が
所

有
権
を
取
得
。
同
申
請
外
人
や
Ｘ
は
、
乙
土
地
と
、
そ
の
他
の

(

同

じ
く
同
分
筆
に
よ
っ
て
生
じ
た)

丙
土
地
を
通
路
と
し
て
使
用
し
て
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き
た
。
昭
和
一
六
年
に
Ａ
死
亡
。
そ
の
相
続
人
を
経
て
、
昭
和
二
八

年
に
、
Ｙ
が
乙
土
地
所
有
権
を
取
得
し
た
。
Ｙ
が
乙
土
地
上
に
建
物

等
を
設
置
す
る
た
め
の
工
事
を
始
め
た
の
で
、
Ｘ
が
設
定
行
為
又
は

時
効
に
よ
る
通
行
地
役
権
取
得
の
ほ
か
、
囲
繞
地
通
行
権
を
理
由
と

し
て
そ
の
禁
止
を
求
め
る
仮
処
分
認
可
を
申
請
。
Ｙ
は
、
乙
土
地
工

事
着
工
部
分
は
従
前
よ
り
庭
石
で
囲
ま
れ
庭
木
草
花
等
が
植
え
ら
れ

て
い
た
と
こ
ろ
で
か
つ
て
通
路
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
事
実
は
な

い
か
ら
Ｙ
の
工
事
は
Ｘ
の
通
行
を
従
前
以
上
に
妨
げ
る
も
の
で
は
な

い
と
主
張
。
第
一
審
は
、
①
地
役
権
設
定
行
為
不
存
在
、
②
通
路
が

Ｘ
に
よ
っ
て
開
設
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
ら
地
役
権
時
効
取
得
は

成
立
し
な
い
、
③
囲
繞
地
通
行
権
は
必
要
に
し
て
損
害
最
少
の
も
の

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
Ｘ
は
丙
土
地
を
も
通
行
し
て
い
る
、
と
の

理
由
で
、
Ｘ
の
申
請
を
却
下
。
第
二
審
も
同
旨
で
控
訴
棄
却
。

Ｘ
は
、｢

通
路
の
開
設
が
其
の
始
め
要
役
地
の
所
有
者
と
承
役
地

の
所
有
者
と
同
一
人
で
な
い
場
合
で
あ
つ
て
も
、
其
の
通
路
が
要
役

地
所
有
者
の
通
路
に
使
用
す
る
為
め
開
設
さ
れ
た
本
件
の
場
合
に
は
、

所
有
者
を
異
に
す
る
こ
と
が
何
等
時
効
取
得
の
妨
げ
と
は
な
ら
な
い｣
、

地
役
権
を
時
効
取
得
し
た
Ｘ
は
Ｙ
に
地
役
権
登
記
な
く
し
て
対
抗
し

う
る
等
の
理
由
で
上
告
。

本
上
告
審
は
、
次
の
理
由
で
上
告
を
棄
却
し
た
。

｢

民
法
二
八
三
条
に
よ
る
通
行
地
役
権
の
時
効
取
得
に
つ
い
て
は
、

い
わ
ゆ
る

『

継
続』

の
要
件
と
し
て
、
承
役
地
た
る
べ
き
他
人
所
有

の
土
地
の
上
に
通
路
の
開
設
を
要
し
、
そ
の
開
設
は
要
役
地
所
有
者

に
よ
つ
て
な
さ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
も
の
と
解
す

(

る)｣

｢

袋
地
で
あ
る
上
告
人
所
有
の
土
地
の
た
め
の
最
少
限
度
の
通
路

と
し
て
は
、
〈
丙
土
地
地
番
略
〉
を
以
て
足
り
、〈
乙
土
地
地
番

略
〉
を
必
要
と
し
な
い
と
す
る
趣
旨
の
原
判
示
は
、
相
当｣

｢

所
論
の
原
判
示
は
、
仮
り
に
本
件
土
地
を
承
役
地
と
す
る
上
告

人
主
張
の
地
役
権
設
定
契
約
が
あ
つ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
に
つ
き
登

記
な
き
以
上
、
そ
の
後
に
お
い
て
承
役
地
の
所
有
権
を
取
得
し
た
被

上
告
人
に
対
抗
し
得
な
い
と
す
る
趣
旨
で
あ
つ
て
所
論
の
よ
う
に
時

効
に
よ
る
地
役
権
取
得
に
関
し
、
登
記
の
欠
缺
を
云
為
す
る
も
の
で

は
な
い
。
そ
う
し
て
原
判
決
は
本
件
に
つ
い
て
地
役
権
の
時
効
取
得

を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
所
論
の
よ
う
な
対
抗
要
件
に
関

し
て
は
問
題
を
生
ず
る
余
地
が
な
い｣

[

２]

最
判
昭
和
三
三
年
二
月
一
四
日
民
集
一
二
巻
二
号
二
六
八

頁

Ｘ
は
、
昭
和
一
○
年
に
入
夫
婚
姻
に
よ
り
Ｘ
家
で
生
活
す
る
よ
う

に
な
り
、
農
業
と
製
材
業
を
営
ん
で
き
た
。
Ｘ
家
住
民
は
そ
の
敷
地

か
ら
公
路
に
到
る
ま
で
に
、
Ｙ
所
有
の
通
路
を
使
用
し
て
き
て
お
り
、

こ
の
間
、
Ｙ
か
ら
抗
議
は
な
か
っ
た
。
昭
和
二
八
年
に
、
Ｙ
が
こ
こ

に
堆
肥
枠
を
設
け
た
の
で
、
Ｘ
は
Ｙ
を
相
手
と
し
て
、
時
効
を
原
因

と
す
る
地
役
権
確
認
及
び
妨
害
排
除
を
訴
求
。
原
審
で
、
Ｘ
が
一
○

年
経
過
に
よ
り
通
行
地
役
権
を
時
効
取
得
し
た
と
し
て
Ｘ
勝
訴
。
Ｙ

黙
示
の
地
役
権
設
定
と
登
記
請
求
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は
、
開
設
者
要
件
欠
缺
を
理
由
と
し
て
上
告
。

本
上
告
審
は
、
次
の
理
由
を
も
っ
て
原
審
を
破
棄
し
審
理
を
差
戻

し
た
。

｢

民
法
二
八
三
条
に
い
う

『

継
続』

の
要
件
を
み
た
す
に
は
、
承

役
地
た
る
べ
き
他
人
所
有
の
土
地
の
上
に
通
路
の
開
設
が
あ
つ
た
だ

け
で
は
足
り
な
い
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
開
設
が
要
役
地
所
有
者
に
よ

つ
て
な
さ
れ
た
こ
と
を
要
す
る
こ
と
は
当
裁
判
所
の
判
例

(

昭
和
二

八
年
オ�
第
一
一
七
八
号
同
三
○
年
一
二
月
二
六
日
言
渡
判
決
、
民
事

判
例
集
九
巻
二
○
九
七
頁)

と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
原
審
が

前
記
の
よ
う
な
事
実
を
認
定
し
た
だ
け
で
た
や
す
く
被
上
告
人
の
前

記
時
効
取
得
の
主
張
を
容
認
し
た
の
は
、
民
法
二
八
三
条
の
解
釈
を

誤
り
審
理
を
尽
く
さ
な
か
つ
た
違
法
が
あ
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い｣

＊右
二
つ
の
最
高
裁
事
例
に
お
い
て
、
ま
ず

[

１]

に
お
い
て
は
、

係
争
地
た
る
通
路
の
う
ち
、
Ｘ

(

通
路
使
用
者)

が
撤
去
を
求
め
る

工
作
物
が
設
置
さ
れ
た
土
地
部
分
に
は
、
以
前
よ
り
庭
石
等
が
置
か

れ
て
Ｘ
が
通
行
で
き
る
状
態
で
は
な
か
っ
た
も
よ
う
で
あ
る
。
加
え

て
、
こ
の
土
地
以
外
に
別
の
土
地

(

丙
土
地)

が
通
行
の
用
に
供
さ

れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、[

１]

事
例
で
は
、
通
路
使
用
者
が
係
争

地
の
工
作
物
設
置
部
分
に
通
行
し
て
き
た
事
実
が
な
く
、
そ
の
工
作

物
設
置
が
同
人
の
通
行
を
阻
害
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
事

実
関
係
が
う
か
が
え
る
。
も
と
よ
り
、
こ
の
事
例
に
お
い
て
、
下
級

審
は
、
い
ず
れ
も
通
路
使
用
者
Ｘ
と
か
つ
て
の
通
路
所
有
者

(

分
譲

者
Ａ)

と
の
間
の
係
争
地
に
関
す
る
地
役
権
設
定
を
明
確
に
否
定
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
分
譲
地
内
通
路
の
通
行
権
訴
訟
に
お
い
て

は
特
異
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
や
は
り
係
争
地
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以

外
の
丙
土
地
が
通
行
の
用
に
供
さ
れ
て
き
た
こ
と
と
関
係
あ
ろ
う
。

通
行
地
役
権
時
効
取
得
に
つ
い
て
、
開
設
者
要
件
を
述
べ
る
最
高
裁

判
決
は
、
実
は
、
こ
の
よ
う
な
事
実
関
係
の
下
に
言
い
渡
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
を
注
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、[

２]

事
例
に
お
い
て
、
そ
の
原
判
決

(

東
京
高
判
昭

和
三
○
年
一
二
月
八
日
民
集
一
二
巻
二
号
二
七
五
頁)

の
時
効
に
関

す
る
判
示
部
分
に
問
題
が
あ
る
。
こ
の
部
分
を
左
に
掲
げ
よ
う
。

｢

こ
れ
ら
事
実
を
総
合
す
れ
ば
Ｘ
は
昭
和
十
年
三
月

(

正
確
に
い

え
ば
、
昭
和
九
年
十
一
月)

以
降
前
記
空
地
に
設
け
ら
れ
た
通
路
を
、

自
己
の
た
め
に
す
る
意
思
を
以
つ
て
、
平
穏
か
つ
公
然
と
、
継
続
し

て
甲
地
か
ら
の
通
行
の
用
に
供
し
て
来
た
も
の
で
、
し
か
も
そ
の
当

初
善
意
で
、
か
つ
過
失
が
な
か
つ
た
も
の
と
認
定
す
る
を
相
当
と
す

る
か
ら
、
右
行
使
の
時
か
ら
起
算
し
て
十
年
の
経
過
に
よ
り
、
右
空

地
に
つ
い
て
、
甲
地
を
要
役
地
と
す
る
通
行
の
た
め
の
地
役
権
を
取

得
し
た｣

こ
の
原
判
決
は
、
通
路
開
設
と
そ
の
維
持
管
理
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
何
も
触
れ
て
い
な
い
。
む
ろ
ん
、
こ
の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
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の
は
、
開
設
者
要
件
を
初
め
て
述
べ
た
最
高
裁

[

１]

判
決
の
一
八

日
前
だ
っ
た
た
め
に
、
同
裁
判
所
が
開
設
者
要
件
に
思
い
を
致
さ
な

か
っ
た
点
は
や
む
を
え
な
い
と
し
て
も
、
通
行
の
事
実
だ
け
で
地
役

権
時
効
取
得
を
認
め
た
の
は
問
題
で
あ
る
。

も
と
よ
り
、
民
法
二
八
三
条
は
、
地
役
権
の
時
効
取
得
の
要
件
と

し
て
、
一
六
二
条
の
一
般
要
件
以
上
に
厳
し
い
も
の
を
求
め
て
い
る
。

通
行
の
用
に
供
さ
れ
て
い
る
土
地
の
所
有
者
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、

そ
の
所
有
権
を
制
限
・
妨
害
す
る
が
ご
と
き
施
設
の
設
置
に
対
し
て
、

そ
の
妨
害
排
除
請
求
を
怠
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
施
設
の
た
め
の
地
役

権
と
い
う
不
利
益
が
所
有
者
に
負
担
さ
せ
ら
れ
る
、
と
い
う
面
が
あ

る
。

[

２]

判
決
に
は
、
開
設
者
要
件
に
反
対
し
、
要
役
地
所
有
者
に

よ
る
維
持
管
理
の
事
実
が
あ
れ
ば
よ
い
と
い
う
補
足
意
見
が
付
さ
れ

て
い
る
。
仮
に
、
開
設
者
要
件
が
通
行
地
役
権
時
効
取
得
要
件
と
し

て
厳
し
す
ぎ
る
と
の
立
場
か
ら
、
こ
の
要
件
を
疑
問
視
す
る
見
解

(

末
川
博

『

物
権
法』

[

昭
和
三
一
年
、
日
本
評
論
社]

三
五
六
頁
、

舟
橋
諄
一

『

物
権
法』
[

昭
和
三
五
年
、
有
斐
閣]

四
三
二
頁
、
我

妻
栄

『

新
訂
物
権
法』

[

昭
和
五
八
年
、
岩
波
書
店]

四
二
一
頁
な

ど)

に
耳
を
傾
け
る
に
し
て
も
、
通
行
の
事
実
だ
け
で
地
役
権
時
効

取
得
を
認
容
す
る

[

２]

事
例
控
訴
審
の
姿
勢
は
、
民
法
二
八
三
条

の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
杜
撰
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。[

２]

判
決
は
、

こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
も
つ
原
判
決
を
破
棄
す
る
た
め
に
開
設
者
要

件
を
述
べ
た
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。[

２]

判
決
の
補
足
意
見
は
、
多
数
意
見
が
論
語
に
い
う

｢

牛
刀
を
以
て
鶏

を
割
く｣

の
愚
を
犯
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
り
、

鶏

(

原
判
決)

を
割
く

(

破
棄
す
る)

た
め
に
は
、
牛
刀

(

開
設
者

要
件)

と
い
う

[

１]

事
例
に
お
け
る
特
別
の
事
実
関
係
の
下
に
あ

つ
ら
え
た
道
具
で
は
な
く
、
小
刀

(

通
路
使
用
者
に
よ
る
通
路
維
持

管
理
、
我
妻
博
士
が
い
う
通
路
の
準
占
有)

で
十
分
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
開
設
者
要
件
を
述
べ
た
右
の
最
高
裁
二
判
決
に
つ

い
て
は
、
若
干
の
問
題
点
を
指
摘
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
そ
れ
は
と

も
か
く
と
し
て
、
こ
れ
以
降
の
次
の
下
級
審
事
例
を
見
よ
う
。

[

３]

横
浜
地
判
昭
和
四
三
年
一
一
月
六
日
判
時
五
五
六
号
七
六

頁

甲
土
地
及
び
乙
土
地
は
Ａ
所
有
物
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
八
年
に
、

両
土
地
が
Ａ
か
ら
Ｂ
へ
売
却
さ
れ
た
。
甲
乙
土
地
か
ら
公
道
に
出
る

た
め
に
は
、
Ａ
所
有
の
丙
土
地
及
び
丁
土
地
を
通
行
す
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
Ｂ
は
Ａ
に
対
し
て
、
丙
丁
土
地
の
売
渡
を
求
め
た
。
Ａ
は
、

甲
乙
土
地
の
奥
に
位
置
す
る
分
譲
地
も
所
有
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

土
地
の
た
め
に
丙
丁
土
地
が
通
路
と
し
て
必
要
で
あ
っ
た
た
め
Ｂ
の

申
し
入
れ
を
断
っ
た
。
そ
の
上
で
Ａ
は
、
丙
丁
土
地
に
つ
き
通
路
と

し
て
の
工
事
を
施
し
た
。
Ｂ
は
Ａ
の
代
理
人
か
ら
、
丙
丁
土
地
が
甲

乙
土
地
そ
の
他
の
分
譲
地
の
た
め
の
通
路
と
し
て
確
保
す
る
と
知
ら

さ
れ
、
甲
乙
土
地
を
買
い
受
け
て
以
来
、
二
五
年
間
、
こ
こ
を
通
行
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の
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し
て
き
た
。
そ
の
後
、
甲
乙
土
地
は
、
Ｂ
か
ら
Ｃ
を
経
て
Ｘ
に
譲
渡
。

丙
土
地
は
昭
和
三
一
年
に
、
Ａ
か
ら
Ｙ
に
譲
渡
さ
れ
た
。
Ｙ
は
丙
土

地
を
隣
接
地
の
高
さ
ま
で
切
り
崩
し
た
の
で
、
通
路
と
し
て
の
用
を

な
さ
な
く
な
っ
た
。
Ｘ
は
Ｙ
を
相
手
と
し
て
、
Ａ
Ｂ
間
の
設
定
行
為

又
は
時
効
を
理
由
と
す
る
通
行
地
役
権
の
確
認
、
通
行
妨
害
禁
止
、

原
状
回
復
を
訴
求
。

同
判
決
は
、
設
定
行
為
の
主
張
を
退
け
た
が
、
時
効
の
主
張
に
つ

い
て
は
、
次
の
よ
う
に
認
容
し
て
い
る
。

｢

Ｂ
は
昭
和
八
年
九
月
二
六
日
か
ら
自
己
所
有
の
〈
甲
土
地
・
乙

土
地
地
番
略
〉
の
た
め
に
す
る
意
思
を
も
っ
て
平
穏
公
然
か
つ
行
使

の
始
め
に
お
い
て
善
意
無
過
失
に
本
件
土
地
の
通
行
権
を
行
使
し
、

そ
の
通
行
は
通
路
を
開
設
し
た
表
現
の
土
地
を
継
続
し
て
な
さ
れ
て

い
た
と
云
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
同
日
か
ら
一
○
年
を
経
過
し
た
昭
和

一
八
年
九
月
二
五
日
時
効
の
完
成
に
よ
り
本
件
土
地
に
つ
き
〈
甲
土

地
・
乙
土
地
地
番
略
〉
土
地
の
た
め
の
無
償
の
通
行
地
役
権
を
取
得

し
た
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。〈
略
〉
そ
う
す
れ
ば
Ｘ
は
〈
略
〉
本
件

土
地
を
無
償
永
久
に
通
行
で
き
る
地
役
権
も
ま
た
Ｂ
か
ら
Ｃ
を
経
由

し
て
取
得
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る｣

[

４]

東
京
地
判
昭
和
五
一
年
一
月
二
八
日
下
民
集
二
七
巻
一
〜

四
号
七
頁

本
件
土
地
付
近
一
帯
は
、
も
と
一
筆
の
土
地
で
、
訴
外
Ａ
が
所
有

し
て
い
た
。
Ａ
は
こ
れ
を
数
筆
に
分
筆
し
て
各
土
地
上
の
建
物
を
建

築
し
て
譲
渡
。
Ａ
は
こ
れ
に
先
立
ち
、
こ
れ
ら
各
土
地
の
一
部
ず
つ

に
亘
っ
て
一
体
的
に
私
道
を
設
け
た
。
甲
土
地
と
乙
土
地
は
、
こ
の

通
路
の
最
奥
部
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
最
終
的
に
Ｘ
Ｙ
が
取
得
し
た
。

Ｙ
が
乙
土
地
内
通
路
上
に
門
扉
や
塀
を
設
け
た
の
で
、
Ｘ
が
Ｙ
を
相

手
と
し
て
、
通
行
地
役
権
設
定
行
為
又
は
そ
の
時
効
取
得
等
を
理
由

と
し
て
、
そ
の
撤
去
を
求
め
る
訴
え
を
提
起
。

同
判
決
は
、
設
定
行
為
の
主
張
を
退
け
た
が
、
時
効
取
得
の
主
張

を
認
容
し
た
。
そ
し
て
、
要
役
地
所
有
者
に
よ
る
通
路
開
設
と
い
う

時
効
要
件
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
る
。

｢

通
行
地
役
権
を
時
効
取
得
す
る
た
め
に
は
通
路
が
要
役
地
所
有

者
に
よ
つ
て
開
設
さ
れ
た
こ
と
を
要
す
る
と
い
う
の
が
判
例
で
あ
る

が
、
こ
の
要
件
は
承
役
地
の
通
行
が
承
役
地
所
有
者
の
近
隣
の
情
宜

に
よ
る
黙
認
に
よ
つ
て
許
さ
れ
て
い
る
と
か
ま
た
は
要
役
地
所
有
者

が
通
路
を
自
己
の
た
め
に
支
配
し
て
い
る
と
み
る
に
足
り
る
客
観
的

事
実
状
態
が
存
在
し
な
い
場
合
を
除
外
す
る
と
こ
ろ
に
主
眼
を
置
く

も
の
と
み
る
べ
く
、
本
件
の
如
く
、
分
譲
地
所
有
者
で
あ
り
、
乙
土

地
の
買
受
人
と
の
間
で
〈
略
〉
通
路
を
開
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の

合
意
を
と
り
つ
け
、
か
つ
自
ら
〈
略
〉
の
設
置
工
事
を
し
て
前
記
通

路
部
分
の
状
態
を
作
り
出
し
た
Ａ
か
ら
中
間
者
を
経
て
甲
土
地
所
有

権
を
取
得
し
た
〈
氏
名
略
〉
お
よ
び
Ｘ
に
つ
い
て
は
自
ら
通
路
を
開

設
し
た
の
と
同
視
す
る
の
が
相
当
で
あ
る｣

＊

島
大
法
学
第
四
九
巻
第
四
号

三
八
二



右
二
つ
の
下
級
審
裁
判
例
は
、
明
ら
か
に
、
要
役
地
所
有
者
が
他

人
の
土
地
を
承
役
地
と
す
る
よ
う
な
通
路
を
開
設
し
た
事
例
で
は
な

く
、
開
設
者
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
に
も

拘
わ
ら
ず
、
双
方
と
も
判
決
に
よ
り
通
行
地
役
権
の
時
効
取
得
が
認

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、[

３]

は
、
最
高
裁

[

１]
[

２]

判

決
に
つ
い
て
一
言
も
触
れ
て
い
な
い
。
か
つ
、
そ
の
時
効
に
関
す
る

判
旨
は
、[

２]

の
原
判
決
同
様
に
ま
こ
と
に
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。

上
訴
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
が
、
最
高
裁
に
上
告
さ
れ
た
ら
破
棄
さ

れ
か
ね
な
い
時
効
の
判
旨
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
だ
し
、[

２]

事
例
と
明
確
に
異
な
っ
て
い
る
の
は
、[
３]

事
例
で
は
、
通
路
使

用
者
た
る
Ｘ
の
前
々
主(

Ｂ)

が
、
当
時
の
通
路
敷
地
所
有
者(

Ａ)

か
ら
係
争
地
た
る
通
路

(

丙
土
地)

が
通
路
と
し
て
確
保
さ
れ
て
い

る
旨
が
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

([

２]
事
例
に
お
い
て

は
こ
の
要
素
が
ま
っ
た
く
な
い)

。
こ
れ
を
通
行
地
役
権
設
定
の
意

思
表
示
と
し
て
認
め
な
い
裁
判
所
の
姿
勢
は
不
可
解
だ
が
、
結
果
と

し
て
時
効
で
通
行
権
を
認
め
た
わ
け
で
、
些
細
な
事
実
認
定
の
問
題

と
い
え
な
く
も
な
い
。

[

３]

事
例
は
、
一
筆
の
土
地
が
分
筆
さ
れ
て
そ
れ
が
別
個
の
所

有
者
に
属
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
当
初
か
ら
別
個

の
土
地
で
あ
っ
た
も
の
が
同
一
人

(

Ａ)

の
所
有
物
だ
っ
た
の
か
ど

う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、[

４]

事
例
は
、
明
ら
か

に
土
地
の
分
譲
地
内
通
路
の
事
例
で
、
こ
の
場
合
も
通
行
地
役
権
設

定
行
為
の
存
在
を
認
め
ず
、
時
効
で
地
役
権
を
認
め
る
と
い
う
方
法

を
採
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、[

３]

判
決
と
は
異
な
り
、[

４]

判
決

は
、
開
設
者
要
件
に
つ
い
て
は
、
右
の
よ
う
に
、｢

自
ら
通
路
を
開

設
し
た
の
と
同
視
す
る
の
が
相
当｣

と
述
べ
て
い
る
。

四

本
判
決
の
地
役
権
認
定
方
法

本
件
に
お
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
分
筆
前
の
二
番
一
に
甲
乙

建
物
が
建
築
さ
れ
両
建
物
間
の
ス
ペ
ー
ス
が
通
路
と
し
て
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
か
つ
、
排
水
設
備
が
そ
の
地
中
に
埋
設
さ
れ
た
。

設
置
者
は
で
Ａ２

あ
る
。
そ
の
Ａ２

か
ら
、
大
蔵
省
を
経
て
、
Ａ３

が
こ
の

二
番
一
を
取
得
し
、
こ
れ
を
甲
土
地
と
乙
土
地
に
分
け
て
Ｙ
と
に
譲

渡
し
た
。[

４]

の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
に
お
い
て
も
、
通
路

と
排
水
設
備
に
つ
い
て
は
、
Ｙ
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
Ｙ
が
開
設
し

た
も
の
と
同
視
し
う
る
。
仮
に
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
裁
判
所
は
、
本

件
に
お
い
て
少
な
く
と
も
通
路
に
つ
い
て
は
通
行
地
役
権
の
時
効
取

得
を
認
め
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
と
い
え
る
。

た
だ
問
題
な
の
は
、
排
水
設
備
が
外
形
上
認
識
で
き
る

(

判
決
当

時
の
民
法
二
八
三
条
の
用
語
で
は

｢

表
現｣

の
も
の)

と
い
え
る
か

ど
う
か
で
あ
る
。
一
般
に
地
下
に
埋
設
さ
れ
た
導
管
は
、｢

不
表
現｣

と
解
さ
れ
る

(

例
え
ば
、
岡
本
詔
治

｢

私
道
通
行
権
入
門｣

[

平
成

七
年
、
信
山
社]

五
一
頁)

。
た
だ
、
本
件
の
場
合
、
前
述
の
よ
う

に
、
甲
乙
両
土
地
に
跨
る
排
水
桝
は
目
視
で
き
る
の
で
、
こ
れ
に
連

黙
示
の
地
役
権
設
定
と
登
記
請
求

(

江
渕)

三
八
三



な
る
排
水
管
が
乙
土
地
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
推
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
状
態
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
点
は

微
妙
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
仮
に
こ
れ
を

｢

不
表
現｣

と
認
定
す
る
と

な
れ
ば
、
本
件
排
水
設
備
等
の
た
め
の
地
役
権
の
時
効
取
得
は
不
可

で
、
そ
の
地
上
の
通
行
地
役
権
の
み
時
効
取
得
可
、
と
い
う
奇
妙
な

結
論
と
な
る
。
こ
の
結
論
は
、
裁
判
所
と
し
て
は
避
け
た
い
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
ろ
う
。
時
効
取
得
に
こ
だ
わ
り
つ
つ
こ
の
結
論
を
避
け
る

と
す
れ
ば
、
通
路
開
設
工
事

(
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
よ
る
舗
装)

と
排

水
設
備
埋
設
工
事
は
一
体
の
も
の
で
あ
り
、
通
行
と
排
水
と
い
う
二

つ
の
目
的
は
一
体
的
な
も
の
で
、
Ｙ
が
こ
れ
ら
を
目
的
と
し
た
地
役

権
を
一
括
し
て
取
得
し
た
と
の
判
断
は
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

本
件
に
お
い
て
裁
判
所
は
、
時
効
で
は
な
く
、
黙
示
の
設
定
行
為

の
方
を
理
由
と
し
て
、
Ｙ
に
よ
る
乙
土
地
上
の
地
役
権
取
得
を
認
め

た
。
時
効
判
断
を
避
け
た
の
は
次
の
点
が
理
由
で
あ
ろ
う
。

�
通
路
開
設
と
排
水
管
等
設
置
が
Ｘ
自
身
に
よ
ら
な
い
こ
と
。

�
排
水
管
等
に
つ
い
て
は

｢

表
現｣

要
件
の
上
で
問
題
が
あ
る

こ
と
。

む
ろ
ん
、
前
述
の
よ
う
に
、
分
譲
地
内
通
路
が

｢

自
ら
通
路
を
開

設
し
た
の
と
同
視
す
る
の
が
相
当｣

と
の
下
級
審
判
決
の
趣
旨
や
、

排
水
桝
が
地
表
か
ら
目
視
可
能
、
通
路
と
埋
設
排
水
管
が
同
一
係
争

地
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
事
情
を
勘
案
す
れ
ば
、
通
行
と

下
水
道
利
用
を
目
的
と
す
る
一
体
的
地
役
権
の
時
効
取
得
を
認
容
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら

ず
本
判
決
が
、
黙
示
の
設
定
行
為
と
い
う
理
由
の
方
を
採
用
し
た
の

は
、
Ｙ
に
よ
る
地
役
権
取
得
と
い
う
結
果
を
導
く
上
で
率
直
で
あ
り

判
決
理
由
を
よ
り
簡
素
に
し
う
る
こ
と
が
理
由
で
あ
ろ
う
。

乙
土
地
上
の
給
排
水
管
設
置

(

前
記
④)

は
、
平
成
一
二
年
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。
裁
判
所
が
時
効
判
断
を
避
け
た
の
は
、
こ
の
設
備

が
近
年
の
設
置
で
あ
る
こ
と
が
理
由
な
の
で
は
な
い
。
本
判
決
は
、

昭
和
四
八
年
の
黙
示
の
設
定
行
為
の
存
在
を
理
由
に
し
つ
つ
、
平
成

一
二
年
の
本
件
給
排
水
管
に
つ
い
て
も
、
通
路
上
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
敷
設
や

｢

本
件
地
役
権
に
基
づ
く
本
件
承
役
地
の
利
用
行
為
と
い

え
る｣

と
し
て
、
保
護
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
時
効
に
よ

る
と
し
て
も
、
ま
っ
た
く
同
一
の
理
由
に
よ
り
、
近
年
設
置
の
給
排

水
管
を
保
護
す
る
こ
と
は
可
能
と
い
え
る
。

分
譲
地
内
通
路
に
関
す
る
通
行
権
訴
訟
下
級
審
事
例
を
見
れ
ば
、

黙
示
の
設
定
行
為
を
認
容
し
た
も
の
が
目
に
付
く

(

中
野
簡
判
昭
和

三
九
年
二
月
二
四
日
判
時
三
七
○
号
四
一
頁
、
東
京
高
判
昭
和
四
九

年
五
月
九
日
東
京
高
民
時
二
五
巻
五
号
八
九
頁
、
東
京
地
判
昭
和
五

六
年
三
月
一
九
日
判
時
一
○
二
四
号
七
三
頁
、
京
都
地
判
昭
和
六
○

年
九
月
二
四
日
判
時
一
一
七
三
号
一
○
六
頁
、
東
京
地
八
王
子
支
判

平
成
元
年
一
二
月
一
九
日
判
時
一
三
五
四
号
一
○
七
頁
、
広
島
高
判

平
成
八
年
一
○
月
二
二
日
判
タ
九
四
四
号
一
五
○
頁)

。
本
判
決
も

島
大
法
学
第
四
九
巻
第
四
号

三
八
四



そ
の
流
れ
に
あ
る
と
一
応
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
三
で
検
討
し
た
よ

う
に
、
通
行
地
役
権
の
時
効
取
得
を
認
め
た
事
例
の
中
に
は
、
実
は
、

何
ら
か
の
合
意
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
含
ま
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
裁
判
所
が
明
示
又
は
黙
示
の
設
定
行
為
と
し
て
認
定
す
る
か

ど
う
か
は
、
微
妙
な
問
題
で
あ
る
。
一
方
で
、
開
設
者
要
件
を
判
例

と
し
て
尊
重
し
つ
つ
も
、[

４]

の
ご
と
き
緩
和
策
を
採
用
す
れ
ば
、

本
件
の
よ
う
な
分
譲
地
内
通
路
の
通
行
権
訴
訟
に
お
い
て
は
、
時
効

判
断
は
相
当
に
容
易
と
な
る
。
黙
示
の
設
定
行
為
認
容
と
い
う
方
法

と
、
時
効
に
よ
る
認
容
が
紙
一
重
だ
と
述
べ
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な

事
情
に
も
と
づ
く
。

五

地
役
権
登
記
不
要
を
指
摘
す
る
下
級
審
判
決

乙
土
地
が
黙
示
設
定
行
為
者
た
る
Ｂ
か
ら
特
定
承
継
さ
れ
た
場
合
、

と
り
わ
け
登
記
が
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
か
か
る
地
役
権
を
地
役
権
者

が
承
役
地
た
る
乙
土
地
の
承
継
人
に
対
抗
し
う
る
の
か
、
と
い
う
点

に
あ
る

(

前
述
の
論
点
〈
１
〉)

。
こ
の
問
題
は
、
時
効
を
理
由
と
し

て
Ｙ
に
よ
る
地
役
権
取
得
を
認
め
て
も
同
様
で
あ
る
。
判
例
は
、
時

効
の
効
果
を
第
三
者
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
登
記
を
必
要
と
し
て
い

る
か
ら

(

最
判
昭
和
三
三
年
八
月
二
八
日
民
集
一
二
巻
一
二
号
一
九

三
六
頁)

、
結
局
、
黙
示
の
設
定
行
為
を
理
由
と
す
る
に
せ
よ
、
時

効
取
得
を
理
由
と
す
る
に
せ
よ
、
Ｘ
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
Ｙ
の

地
役
権
の
対
抗
力
が
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
Ｙ
に
よ
る
甲
土

地
所
有
権
取
得
は
昭
和
四
八
年
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
を
地
役
権
時

効
取
得
起
算
点
と
し
た
場
合
、
仮
に
二
○
年
の
時
効
に
よ
る
と
し
て

も
、
Ｙ
か
ら
見
て
Ｘ

(

平
成
一
二
年
乙
土
地
競
落
者)

は
当
事
者
で

は
な
く
第
三
者
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

論
点
〈
１
〉
す
な
わ
ち
、
通
行
地
役
権
と
登
記
の
問
題
に
つ
い
て
、

大
審
院
は
、
民
法
一
七
七
条
の
原
則
通
り
、
通
行
地
役
権
を
第
三
者

に
対
抗
す
る
に
は
そ
の
登
記
を
必
要
と
す
る
と
の
立
場
に
あ
っ
た

(

大
判
大
正
一
○
年
一
月
二
四
日
民
録
二
七
輯
二
二
一
頁)

。
戦
後
の

裁
判
例
に
お
い
て
も
、
前
述
の
最
高
裁
判
決

[

１]

の
原
判
決

(

東

京
高
判
昭
和
二
八
年
一
○
月
二
○
日
民
集
九
巻
一
四
号
二
一
一
○
頁)

は
、
通
路
使
用
者
の
地
役
権
時
効
取
得
を
否
定
し
つ
つ
加
え
て
、

｢

而
も
、
本
件
に
つ
い
て
は
か
か
る
地
役
権
の
登
記
が
な
い
か
ら
、

そ
の
後
本
件
土
地
の
所
有
権
を
取
得
し
た
被
控
訴
人
に
対
し
て
は
、

右
地
役
権
を
以
て
対
抗
し
得
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
渋
谷
簡
判
昭
和
三
八
年
六
月
二

四
日
判
時
三
五
○
号
三
四
頁
は
、
同
様
に
時
効
取
得
を
認
定
せ
ず
に
、

｢

か
り
に
、
時
効
に
よ
り
取
得
し
た
と
し
て
も
、〈
略
〉
原
告
ら
は
時

効
完
成
後
に
本
件
通
路
を
取
得
し
た
被
告
に
対
し
て
は
そ
の
旨
の
登

記
な
く
し
て
は
対
抗
し
得
な
い｣

と
述
べ
て
い
る
。
も
し
も
こ
の
下

級
審
二
事
例
に
お
い
て
、
裁
判
所
が
通
路
使
用
者
の
地
役
権
取
得
を

(

設
定
行
為
・
時
効
取
得
の
い
ず
れ
を
原
因
と
す
る
に
し
ろ)

認
め

つ
つ
も
地
役
権
登
記
不
備
を
理
由
に
第
三
者

(

承
役
地
所
有
権
特
定

黙
示
の
地
役
権
設
定
と
登
記
請
求

(

江
渕)

三
八
五



承
継
人)

へ
の
対
抗
を
退
け
た
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
右
の
見
解
は

判
旨
部
分
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
二
件
に
お
い
て
、

裁
判
所
は
、
地
役
権
取
得
自
体
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

地
役
権
登
記
を
必
要
と
す
る
判
示
部
分
は
傍
論
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

し
か
も
後
者
は
、
結
果
と
し
て
民
法
二
一
○
条
に
お
け
る
囲
繞
地
通

行
権
を
認
め
て
お
り
、
右
部
分
の
先
例
的
意
義
は
ま
っ
た
く
な
い
と

い
え
る
。

一
方
で
、
そ
の
後
の
多
く
の
下
級
審

(

い
ず
れ
も
分
譲
地
内
通
路

に
関
す
る
事
例)

は
、
悪
意
の
通
路
敷
地
所
有
権
取
得
者
に
よ
る
地

役
権
登
記
欠
缺
主
張
に
対
し
て
、
同
欠
缺
主
張
に
つ
き
正
当
な
利
益

を
有
す
る
第
三
者
に
該
当
し
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の

よ
う
に
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
各
判
決
に
微

妙
な
差
が
あ
る
。
こ
の
差
に
注
意
し
つ
つ
各
判
決
を
列
挙
す
る
と
次

の
通
り
で
あ
る
。

①

通
路
と
し
て
の
負
担
の
あ
る
土
地
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て

い
た

(

又
は
認
識
し
え
た)

こ
と
を
理
由
と
す
る�
東
京
地
判

昭
和
三
八
年
六
月
二
五
日
下
民
集
一
四
巻
六
号
一
二
○
九
頁
、

広
島
高
判
平
成
八
年
一
○
月
二
二
日
判
タ
九
四
四
号
一
五
○
頁

②

右
認
識
の
他
に
、
地
役
権
者
と
の
比
較
衡
量
を
理
由
と
す
る

�
仙
台
高
判
昭
和
五
五
年
一
○
月
一
四
日
下
民
集
三
一
巻
九
〜

一
二
号
九
一
一
頁

③

右
認
識
の
他
に
、
一
定
期
間
内
の
地
役
権
者
の
通
行
を
黙
認

し
て
い
た
こ
と
を
理
由
と
す
る�
東
京
地
判
昭
和
五
六
年
三
月

一
九
日
判
時
一
○
二
四
号
七
三
頁
、
東
京
地
判
昭
和
六
二
年
一

月
一
二
日
判
時
一
二
六
四
号
七
○
頁

④

右
認
識
の
他
に
、
一
定
期
間
内
の
地
役
権
者
の
通
行
黙
認
と

比
較
衡
量
を
理
由
と
す
る�
東
京
地
判
昭
和
平
成
二
年
一
一
月

二
七
日
判
時
一
三
九
七
号
二
八
頁

⑤

右
認
識
の
他
に
、
承
役
地
所
有
権
取
得
者
の
買
取
価
格
が
低

廉
で
あ
る
こ
と
も
理
由
と
す
る�
東
京
地
八
王
子
支
判
平
成
元

年
一
二
月
一
九
日
判
時
一
三
五
四
号
一
○
七
頁

⑥

右
認
識
が
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
地
役
権
を
否
認
す
る
の
は

信
義
則
違
反
で
あ
る
と
す
る�
福
島
地
判
昭
和
四
○
年
一
月
二

八
日
下
民
集
一
六
巻
一
号
一
四
七
頁
、
東
京
地
判
昭
和
四
八
年

八
月
一
六
日
判
タ
三
○
一
号
二
一
七
頁
、
東
京
地
判
昭
和
五
一

年
一
月
二
八
日
下
民
集
二
七
巻
一
〜
四
号
七
頁
、
京
都
地
判
昭

和
六
○
年
九
月
二
四
日
判
時
一
一
七
三
号
一
○
六
頁

⑦

右
認
識
の
他
に
、
通
行
地
役
権
者
を
困
惑
さ
せ
る
目
的
が
あ

り
権
利
濫
用
で
あ
る
と
す
る�
東
京
地
判
昭
和
四
一
年
一
○
月

二
九
日
判
タ
二
○
○
号
一
五
三
頁

⑧

右
認
識
の
他
に
、
地
役
権
者
と
の
比
較
衡
量
を
な
し
、
そ
の

上
で
権
利
濫
用
と
す
る�
横
浜
地
判
昭
和
四
三
年
一
一
月
六
日

判
時
五
五
六
号
七
六
頁

⑨

地
役
権
登
記
が
な
い
こ
と
を
奇
貨
と
し
て
承
役
地
所
有
権
を
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取
得
し
た
か
ら
背
信
的
悪
意
者
で
あ
る
と
す
る�
東
京
高
判
昭

和
四
八
年
六
月
二
八
日
東
京
高
民
時
二
四
巻
六
号
一
一
頁
・
判

時
七
一
四
号
一
九
一
頁

こ
れ
ら
の
理
由
の
う
ち
、
①
以
外
の
も
の
で
は
、
通
路
使
用
事
実

に
対
す
る
承
役
地
所
有
権
取
得
者
の
認
識

(

以
下
、
悪
意
と
す
る)

に
加
え
て
、
比
較
衡
量
論
、
こ
れ
ま
で
の
通
行
の
黙
認
、
承
役
地
買

取
価
格
な
ど
の
要
素
が
認
め
ら
れ
る
。
⑥
の
う
ち
、
東
京
地
判
昭
和

五
一
年
一
月
二
八
日
は
、
承
役
地
所
有
権
取
得
者
が
通
行
地
役
権
を

認
識
し
て
い
な
か
っ
た
土
地
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
同
人
に
よ
る
地

役
権
登
記
欠
缺
の
主
張
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
見
れ
ば
、

こ
れ
ら
下
級
審
判
決
に
つ
い
て
は
、
次
の
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

�
裁
判
所
は
、
通
行
地
役
権
訴
訟
で
悪
意
の
承
役
地
所
有
権
取

得
者
を
民
法
一
七
七
条
の
第
三
者
か
ら
排
除
し
よ
う
と
し
て
い

る
。

�
し
か
し
な
が
ら
、
承
役
地
所
有
権
取
得
者
が
背
信
的
悪
意
者

と
明
言
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。

�
そ
れ
で
も
、
単
な
る
悪
意
に
加
え
て
、
第
三
者
か
ら
の
排
除

を
正
当
化
す
る
た
め
の
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
が
指
摘
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。

民
法
一
七
七
条
の
第
三
者
か
ら
排
斥
す
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
裁
判

所
が
承
役
地
所
有
権
取
得
者
を
背
信
的
悪
意
者
と
断
じ
な
い
傾
向
が

あ
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
た
と
え
ば
、
⑧
に
分
類
し

た
判
決
な
ど
、
背
信
的
悪
意
者
排
除
に
関
す
る
一
般
論
を
述
べ
つ
つ

も

(

こ
の
直
前
に
、
背
信
的
悪
意
者
排
除
論
を
明
ら
か
に
し
た
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
た
る
最
判
昭
和
四
三
年
八
月
二
日
民
集
二
二
巻

八
号
一
五
七
一
頁
が
言
い
渡
さ
れ
て
い
る)

、
当
該
承
役
地
所
有
権

取
得
者
を

(

地
役
権
行
使
拒
絶
を
権
利
濫
用
と
判
示
し
つ
つ
も)

、

背
信
的
悪
意
者
と
は
明
言
し
て
い
な
い
。

多
く
の
事
例
に
お
い
て
、
承
役
地
た
る
私
道
の
取
得
者
は
、
利
潤

目
的
で
こ
の
土
地
を
取
得
し
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
こ
の
地
に
お

い
て
通
路
使
用
者
と
隣
り
合
わ
せ
で
生
活
す
る
者
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
、
訴
訟
の
原
因
が
、
感
情
的
対
立
を
含
め
た
生
活
上
の
利
害
対

立
を
背
景
に
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
こ
こ
に
、
承
役
地
所

有
権
取
得
者
を
背
信
的
悪
意
者
と
断
定
し
に
く
い
事
情
が
う
か
が
わ

れ
る
。
た
と
え
ば
、
暴
利
目
的
が
認
め
ら
れ
る
前
記
最
判
昭
和
四
三

年
八
月
二
日
や
、
実
体
上
山
林
所
有
権
が
登
記
名
義
人
に
な
い
こ
と

を
前
提
と
し
た
振
る
舞
い
を
見
せ
て
い
た
者
が
あ
え
て
当
該
登
記
名

義
人
を
所
有
者
と
し
て
移
転
登
記
を
経
由
し
て
背
信
的
悪
意
者
と
断

じ
ら
れ
た
最
判
昭
和
四
三
年
一
一
月
一
五
日
民
集
二
二
巻
一
二
号
二

六
七
一
頁
な
ど
の
よ
う
な
事
例
と
、
通
行
地
役
権
訴
訟
と
で
は
か
な

り
事
情
が
異
な
る
。
つ
ま
り
、
裁
判
所
は
、
地
役
権
を
否
認
す
る
生

活
者
た
る
承
役
地
所
有
権
取
得
者
の
悪
質
さ
の
程
度
は
あ
ま
り
高
く

な
い
と
見
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
に
、
通

黙
示
の
地
役
権
設
定
と
登
記
請
求

(

江
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行
地
役
権
訴
訟
で
あ
っ
て
も
、
生
活
者
で
は
な
い
⑨
の
事
例

(

承
役

地
所
有
権
取
得
者
は
不
動
産
事
業
会
社)

な
ど
、
背
信
的
悪
意
者
と

の
判
断
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

六

最
高
裁
の
判
断

右
で
見
た
よ
う
に
、
下
級
審
は
、
通
行
地
役
権
訴
訟
に
お
い
て
、

地
役
権
登
記
な
く
し
て
対
抗
す
る
こ
と
を
認
め
る
傾
向
に
あ
っ
た
。

平
成
一
○
年
に
入
り
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
最
高
裁
が
次
の
よ
う

に
判
断
を
示
す
こ
と
と
な
る
。
以
下
、
そ
の
事
実
関
係
と
同
最
高
裁

判
旨
を
見
て
ゆ
き
た
い
。

[

５]

最
判
平
成
一
〇
年
二
月
一
三
日
民
集
五
二
巻
一
号
六
五
頁

Ａ
は
、
昭
和
四
六
年
に
所
有
地
を
宅
地
六
筆
に
分
割
し
、
同
四
九

年
に
そ
の
う
ち
の
一
筆
を
Ｘ
に
売
り
渡
し
た
。
Ａ
は
、
Ｘ
に
対
し
て

こ
の
分
譲
地
内
通
路
の
使
用
を
許
諾
し
て
い
た
。
昭
和
五
○
年
に
、

Ａ
は
残
り
の
土
地
の
う
ち
三
筆
と
こ
の
通
路
を
Ｂ
に
売
り
渡
し
た
。

Ｂ
は
、
こ
の
通
路
を
二
分
し
、
そ
の
一
を
合
筆
し
て
よ
り
広
い
宅
地

を
形
成
し
、
建
物
を
建
築
し
た
。
残
り
の
通
路
部
分
に
つ
い
て
は
舗

装
を
施
し
て
同
建
物
か
ら
公
道
へ
到
る
た
め
の
通
路
と
し
た
。
Ｘ
は

こ
の
間
、
右
通
路
を
使
用
し
て
い
た
。
平
成
三
年
に
、
Ｂ
は
同
土
地

を
Ｙ
に
売
り
渡
し
た
。
Ｙ
は
こ
の
通
路
を
Ｘ
が
通
行
す
る
こ
と
に
つ

き
異
議
を
述
べ
、
こ
の
通
路
内
に
門
柱
を
設
置
し
て
そ
の
通
行
を
妨

げ
た
。
Ｘ
は
、
Ｙ
を
相
手
と
し
て
、
主
位
的
に
通
行
地
役
権
確
認
と

そ
の
設
定
登
記
請
求
等
を
、
予
備
的
に
囲
繞
地
通
行
権
の
確
認
を
訴

求
。
Ｙ
が
Ｘ
の
地
役
権
登
記
欠
缺
を
主
張
す
る
の
に
対
し
、
Ｘ
は
Ｙ

が
背
信
的
悪
意
者
で
あ
る
と
の
抗
弁
を
提
出
。
第
一
審
は
、
Ａ
Ｘ
間

の
通
行
地
役
権
設
定
を
推
認
し
た
が
、
Ｙ
が
こ
れ
を
承
継
す
る
た
め

の
合
意
が
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
、
Ｙ
が
Ｘ
の
通
行
地
役
権
を
認
め
な

い
こ
と
に
つ
い
て
背
信
性
は
な
い
と
し
て
、
Ｘ
に
よ
る
通
行
地
役
権

に
関
す
る
主
位
的
請
求
を
退
け
た
が
、
予
備
的
請
求
た
る
囲
繞
地
通

行
権
の
主
張
を
認
め
た
。
Ｙ
控
訴
・
Ｘ
附
帯
控
訴
。
控
訴
審
は
、
次

の
理
由
で
、
Ｙ
を
背
信
的
悪
意
者
と
認
め
て
、
Ｘ
の
通
行
地
役
権
を

認
容
し
た

(

た
だ
し
Ｘ
の
地
役
権
設
定
登
記
請
求
に
つ
い
て
は
、
登

記
原
因
不
存
在
を
理
由
に
棄
却)

。

Ｙ
は
、
控
訴
審
が
Ｙ
の
悪
意
を
認
定
し
て
い
な
い
の
に
背
信
的
悪

意
者
で
あ
る
こ
と
を
認
定
す
る
の
は
違
法
と
し
て
上
告

(

地
役
権
登

記
請
求
棄
却
に
対
す
る
Ｘ
か
ら
の
上
告
は
な
い)

。
こ
れ
に
対
し
て
、

上
告
審
は
次
の
理
由
で
上
告
を
棄
却
し
た
。

｢

通
行
地
役
権

(

通
行
を
目
的
と
す
る
地
役
権)

の
承
役
地
が
譲

渡
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
譲
渡
の
時
に
、
右
承
役
地
が
要
役
地
の

所
有
者
に
よ
っ
て
継
続
的
に
通
路
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

そ
の
位
置
、
形
状
、
構
造
等
の
物
理
的
状
況
か
ら
客
観
的
に
明
ら
か

で
あ
り
、
か
つ
、
譲
受
人
が
そ
の
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
か
又
は
認

識
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
き
は
、
譲
受
人
は
、
通
行
地
役
権

が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
特
段
の
事

島
大
法
学
第
四
九
巻
第
四
号

三
八
八



情
が
な
い
限
り
、
地
役
権
設
定
登
記
の
欠
缺
を
主
張
す
る
に
つ
い
て

正
当
な
利
益
を
有
す
る
第
三
者
に
当
た
ら
な
い
と
解
す
る
の
が
相
当

で
あ
る｣

｢

登
記
の
欠
缺
を
主
張
す
る
に
つ
い
て
正
当
な
利
益
を
有
し
な
い

者
は
、
民
法
一
七
七
条
に
い
う

｢

第
三
者｣

(

登
記
を
し
な
け
れ
ば

物
権
の
得
喪
又
は
変
更
を
対
抗
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
第
三
者)

に

当
た
る
も
の
で
は
な
く
、
当
該
第
三
者
に
、
不
動
産
登
記
法
四
条
又

は
五
条
に
規
定
す
る
事
由
の
あ
る
場
合
の
ほ
か
、
登
記
の
欠
缺
を
主

張
す
る
こ
と
が
信
義
に
反
す
る
と
認
め
ら
れ
る
事
由
が
あ
る
場
合
に

は
、
当
該
第
三
者
は
、
登
記
の
欠
缺
を
主
張
す
る
に
つ
い
て
正
当
な

利
益
を
有
す
る
第
三
者
に
当
た
ら
な
い｣

｢

右
の
譲
受
人
は
、
通
行
地
役
権
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

ら
な
い
で
承
役
地
を
譲
り
受
け
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
何
ら
か
の
通

行
権
の
負
担
の
あ
る
も
の
と
し
て
こ
れ
を
譲
り
受
け
た
も
の
と
い
う

べ
き
で
あ
っ
て
、
右
の
譲
受
人
が
地
役
権
者
に
対
し
て
地
役
権
設
定

登
記
の
欠
缺
を
主
張
す
る
こ
と
は
、
通
常
は
信
義
に
反
す
る
も
の
と

い
う
べ
き
で
あ
る｣

｢

こ
の
よ
う
に
解
す
る
の
は
、
右
の
譲
受
人
が
い
わ
ゆ
る
背
信
的

悪
意
者
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
右
の
譲

受
人
が
承
役
地
を
譲
り
受
け
た
時
に
地
役
権
の
設
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
知
っ
て
い
た
こ
と
を
要
す
る
も
の
で
は
な
い｣

＊

こ
の
最
高
裁
判
決
の
趣
旨
を
整
理
す
る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①

背
信
的
悪
意
者
で
な
く
て
も
登
記
欠
缺
主
張
が
信
義
に
反
す

る
と
認
め
ら
れ
る
者
は
、
民
法
一
七
七
条
の
第
三
者
か
ら
排
除

さ
れ
る
。

②

通
路
と
し
て
の
形
状
を
示
す
土
地
の
譲
受
人
が
通
行
地
役
権

に
つ
い
て
不
知
で
あ
っ
て
も
、
他
人
の
通
路
使
用
事
実
に
つ
き

悪
意
か
又
は
過
失
が
あ
っ
た
と
き
は
、
同
譲
受
人
に
よ
る
地
役

権
登
記
欠
缺
主
張
は
信
義
に
反
す
る
。

つ
ま
り
、
こ
の
判
決
は
、
次
の
二
つ
の
要
件
が
成
立
し
た
場
合
、

通
路
敷
地
譲
受
人
の
通
路
使
用
者
に
対
す
る
地
役
権
登
記
欠
缺
の
主

張
を
許
さ
な
い
と
し
て
い
る
。

�
土
地
の
通
路
と
し
て
の
形
状

�
他
人
の
通
路
使
用
事
実
に
つ
い
て
の
通
路
敷
地
譲
受
人
に
お

け
る
悪
意
又
は
過
失

も
し
、
同
判
決
が
、�(
客
観
的
要
件)

だ
け
で
地
役
権
登
記
欠

缺
主
張
の
不
許
を
い
う
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
通
路
と
し
て
の
形

状
を
も
っ
て
地
役
権
登
記
と
等
し
い
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
た
こ
と

に
な
る
。
し
か
し
、�(
通
路
敷
地
譲
受
人
の
主
観
的
要
件)

を
も

必
要
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
最
高
裁
は
、
前
記
客
観
的
要
件
が
そ
れ

だ
け
で
何
ら
か
の
通
行
権
の
公
示
機
能
を
は
た
す
も
の
と
は
見
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
た
だ
そ
れ
で
も
、
譲
受
人
の

主
観
的
要
件
と
合
わ
せ
て
、
あ
る
程
度
、
通
路
と
し
て
の
客
観
的
形

黙
示
の
地
役
権
設
定
と
登
記
請
求

(

江
渕)

三
八
九



状
が
地
役
権
登
記
の
代
替
的
機
能
を
は
た
す
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
と

解
す
る
余
地
が
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
右
事
例
で
、
最
高
裁
は
、
Ｘ
が
地
役
権
登
記
を

有
し
て
い
た
場
合
と
ほ
ぼ
同
様
の
効
果
を
、
信
義
則
と
い
う
手
段
を

用
い
て
導
い
て
い
る
の
だ
と
解
釈
し
う
る
。
た
だ
、
岡
本
教
授
は
、

こ
の
事
例
に
お
け
る
地
役
権
者
と
承
役
地
取
得
者
と
の
間
を
対
抗
関

係
と
し
て
理
解
す
る
よ
り
、
通
行
地
役
権
の
負
担
承
継
と
し
て
捉
え

る
方
が
自
然
で
あ
る
と
さ
れ
る

(
岡
本
詔
治

｢

未
登
記
通
行
地
役
権

の
対
抗
力
に
つ
い
て｣

日
本
法
学
六
五
巻
四
号

[

平
成
一
○
年]

一

八
七
頁)

。
教
授
は
、｢

本
判
旨
が
対
抗
要
件
か
ら
出
発
し
な
が
ら
も
、

無
意
識
に
の
う
ち
に
そ
の
枠
を
超
え
て
、『
負
担
の
承
継』

問
題
と

い
う
舞
台
に
お
ど
り
出
て｣

い
る
と
記
述
さ
れ
て
い
る

(

岡
本
・
前

掲
一
九
三
頁)

。
そ
れ
は
、��
二
つ
の
要
件
の
成
立
に
よ
っ
て
承

役
地
取
得
者
の
通
行
地
役
権
負
担
承
継
と
い
う
効
果
が
発
生
す
る

([

５]

判
決
の
判
旨
を
そ
の
よ
う
に
捉
え
べ
き
で
あ
る)
と
の
理
解

で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
、
私
の
誤
解
を
恐
れ
る
が
、
仮
に
教
授
の
主

張
が
そ
の
よ
う
な
趣
旨
で
あ
る
と
し
た
場
合
、
こ
の
指
摘
は
、
地
役

権
設
定
登
記
請
求
の
問
題
に
つ
い
て
、
ま
た
異
な
っ
た
視
点
を
生
み

出
す

(

後
述)

。
た
だ
、
地
役
権
設
定
登
記
請
求
に
つ
い
て
、
前
述

の
よ
う
に
、
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
Ｘ
は
上
告
し
て
い
な
い
の
で
、[

５]

判
決
は
そ
の
是
非
を
判
断
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
同
判
決
言
渡
か

ら
間
も
な
く
、
こ
れ
が
上
告
理
由
で
正
面
か
ら
問
わ
れ
た
ケ
ー
ス
に

お
い
て
、
最
高
裁
は
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
積
極
的
な
判
断
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
事
例
も
掲
げ
て
お
き
た
い
。

[

６]

最
判
平
成
一
〇
年
一
二
月
一
八
日
民
集
五
二
巻
九
号
一
九

七
五
頁

昭
和
三
九
年
頃
、
Ａ
は
、
他
か
ら
土
地
を
買
い
受
け
、
宅
地
と
し

て
分
譲
す
る
た
め
、
宅
地
甲
乙
と
通
路
丙
の
三
筆
に
分
け
た
。
昭
和

四
一
年
に
Ａ
は
、
乙
丙
土
地
を
Ｂ
に
譲
渡
し
、
さ
ら
に
Ｃ
、
Ｄ
を
経

由
し
て
、
昭
和
六
三
年
に
Ｙ
ら
が
こ
れ
ら
を
取
得
し
た
。
Ｙ
ら
は
、

Ｄ
か
ら
丙
土
地
が
通
路
で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
て
い
た
。
Ａ
は
、

甲
土
地
を
さ
ら
に
四
筆
に
分
筆
の
上
、
他
に
譲
渡
し
、
平
成
元
年
に

Ｘ
ら
三
名
が
こ
れ
を
取
得
し
た
。
Ｘ
ら
は
丙
土
地
を
公
道
に
到
る
通

路
と
し
て
使
用
し
て
い
た
が
、
Ｙ
が
同
土
地
上
に
車
庫
設
備
を
設
置

し
た
。
そ
こ
で
Ｘ
が
Ｙ
を
相
手
と
し
て
、
Ａ
Ｂ
間
の
設
定
行
為
を
原

因
と
す
る
地
役
権
の
承
継
、
又
は
時
効
に
も
と
づ
く
通
行
地
役
権
の

確
認
、
及
び
そ
の
設
定
登
記
請
求

(

第
一
次
的
に
は
設
定
行
為
を
原

因
と
す
る
、
第
二
次
的
に
は
時
効
を
原
因
と
す
る
登
記
請
求)

等
、

予
備
的
に
囲
繞
地
通
行
権
の
確
認
を
訴
求
。
Ｙ
ら
は
、
地
役
権
登
記

の
欠
缺
を
主
張
し
た
。
第
一
審
は
、
Ａ
Ｂ
間
の
黙
示
の
設
定
に
よ
る

地
役
権
の
承
継
が
あ
り
、
Ｙ
は
丙
土
地
が
通
路
と
し
て
使
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
確
認
を
し
た
上
で
そ
の
所
有
権
を

取
得
し
た
か
ら
地
役
権
登
記
欠
缺
を
主
張
し
う
る
第
三
者
に
該
当
し

な
い
と
し
て
、
そ
の
登
記
請
求
を
含
め
て
Ｘ
ら
の
請
求
を
認
容

(

地

島
大
法
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〇



役
権
時
効
取
得
に
つ
い
て
は
判
断
が
な
い)

、
控
訴
審
も
、
Ａ
Ｂ
間

で

(
少
な
く
と
も
黙
示
に
よ
る)

地
役
権
設
定
の
合
意
が
あ
り
Ｘ
ら

が
こ
れ
を
承
継
し
た
こ
と
、
Ｙ
ら
が
そ
の
対
抗
力
を
否
定
し
う
る
正

当
な
利
益
を
有
す
る
第
三
者
と
解
し
え
な
い
こ
と
を
認
め
た
が
、
Ｘ

ら
に
よ
る
地
役
権
登
記
請
求
に
つ
い
て
は
第
一
審
を
取
消
し
、
こ
れ

を
退
け
た

(

時
効
に
つ
い
て
も
第
一
審
と
異
な
っ
て
判
断
を
示
し
、

開
設
者
要
件
を
理
由
に
Ｘ
ら
の
主
張
を
退
け
て
い
る)

。
Ｘ
ら
は
、

地
役
権
登
記
請
求
は
認
容
さ
る
べ
き
等
の
理
由
で
上
告
。
上
告
審
は
、

地
役
権
登
記
請
求
を
退
け
た
控
訴
審
を
破
棄
し
、
こ
の
部
分
に
つ
い

て
は
、
次
の
よ
う
に
自
判
し
て
い
る
。

｢

通
行
地
役
権
の
承
役
地
の
譲
受
人
が
地
役
権
設
定
登
記
の
欠
缺

を
主
張
す
る
に
つ
い
て
正
当
な
利
益
を
有
す
る
第
三
者
に
当
た
ら
ず
、

通
行
地
役
権
者
が
譲
受
人
に
対
し
登
記
な
く
し
て
通
行
地
役
権
を
対

抗
で
き
る
場
合
に
は
、
通
行
地
役
権
者
は
、
譲
受
人
に
対
し
、
同
権

利
に
基
づ
い
て
地
役
権
設
定
登
記
手
続
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
、

譲
受
人
は
こ
れ
に
応
ず
る
義
務
を
負
う
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

譲
受
人
は
通
行
地
役
権
者
と
の
関
係
に
お
い
て
通
行
地
役
権
の
負
担

の
存
在
を
否
定
し
得
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
解
し
て
も

譲
受
人
に
不
当
な
不
利
益
を
課
す
る
も
の
で
あ
る
と
ま
で
は
い
え
ず
、

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
解
さ
な
い
限
り
、
通
行
地
役
権
者
の
権
利
を
十

分
に
保
護
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
承
役
地
の
転
得
者
等
と
の
関
係
に

お
け
る
取
引
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

こ
れ
を
本
件
に
つ
い
て
見
る
に
、
Ａ
と
Ｂ
と
の
間
に
昭
和
四
一
年

五
月
一
二
日
に
Ａ
の
所
有
地
を
要
役
地
と
し
Ｂ
所
有
の
本
件
土
地
を

承
役
地
と
し
て
通
行
地
役
権
を
設
定
す
る
旨
の
合
意
が
さ
れ
、
Ｘ
ら

は
そ
の
後
分
筆
さ
れ
た
要
役
地
を
そ
れ
ぞ
れ
承
継
取
得
し
、
Ｙ
ら
は

承
役
地
を
承
継
取
得
し
た
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
右
通
行
地
役
権
に
つ

い
て
は
地
役
権
設
定
登
記
は
な
い
が
、
前
記
の
と
お
り
Ｙ
ら
は
右
設

定
登
記
の
欠
缺
を
主
張
す
る
に
つ
き
正
当
な
利
益
を
有
す
る
第
三
者

に
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｘ
ら
は
、
Ｙ
ら
に
対
し
、
右
通
行

地
役
権
に
基
づ
き
、
右
合
意
の
日
で
あ
る
昭
和
四
一
年
五
月
一
二
日

設
定
を
原
因
と
す
る
地
役
権
設
定
登
記
手
続
を
請
求
す
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
る｣

七

地
役
権
黙
示
設
定
と
登
記
請
求
・
登
記
原
因

右
で
見
た
よ
う
に
、[

６]

事
例
に
お
い
て
、
控
訴
審
は
、
黙
示

の
地
役
権
設
定
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
の
登
記
請
求
ま
で
認
容
し
た
第

一
審
を
取
消
し
、
登
記
請
求
の
部
分
を
退
け
て
い
る

([

５]

の
原

審
も
同
様
で
あ
る)

。
そ
の
理
由
は
、｢

登
記
原
因
が
存
在
し
な
い｣

と
い
う
点
に
尽
き
る
。

こ
の
事
例
に
お
い
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
第
一
審
は
時
効
判
断
を

し
て
い
な
い
。
黙
示
の
地
役
権
設
定
行
為
を
認
め
れ
ば
、
時
効
に
関

す
る
審
理
は
必
要
が
な
い
と
い
う
判
断
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
本
件

と
同
じ
姿
勢
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
事
例
で
控
訴
審
は
、
前

黙
示
の
地
役
権
設
定
と
登
記
請
求

(

江
渕)

三
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述
の
よ
う
に
、
黙
示
設
定
を
認
容
し
つ
つ
も
あ
え
て
時
効
の
審
理
を

重
ね
て
行
な
い
、
時
効
の
主
張
を
退
け
る
判
示
を
し
て
い
る
。
こ
れ

は
何
故
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
地
役
権
登
記
請
求
を
退
け
る
た

め
の
布
石
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

同
控
訴
審
判
決
に
お
い
て
、
奇
異
に
感
ず
る
部
分
が
あ
る
が
、
そ

れ
は
、
地
役
権
登
記
請
求
の
退
け
方
で
あ
る
。
こ
の
事
例
で
、
Ｘ
ら

は
、
第
一
次
的
に
Ａ
Ｂ
間
設
定
を
原
因
と
す
る
地
役
権
登
記
を
、
第

二
次
的
に
時
効
取
得
を
原
因
と
す
る
同
登
記
請
求
を
し
て
い
る
。
第

一
審
は
、
こ
の
第
一
次
的
登
記
請
求
を
認
容
し
て
い
る
が
、
控
訴
審

は
、
ま
ず
第
二
次
的
登
記
請
求
の
基
礎
た
る
時
効
主
張
を
退
け
、
次

い
で
、(

)

書
き
で

｢

な
お｣

と
補
足
的
な
形
で
、
第
一
次
的
登

記
請
求
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
こ
れ
を
退
け
る
判
示
を
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

｢

第
一
審
原
告
ら
は
、
要
役
地
を
前
所
有
者
か
ら
買
い
受
け
て
所

有
権
を
取
得
し
こ
れ
に
伴
い
本
件
通
行
地
役
権
を
取
得
し
た
か
ら
、

こ
れ
に
よ
り
、
当
然
第
一
審
被
告
ら
に
対
し
て
地
役
権
設
定
の
登
記

請
求
権
が
発
生
す
る
と
し
て
、
こ
れ
を
原
因
と
す
る
地
役
権
設
定
登

記
請
求
を
も
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
右
第
一
審
原
告
ら
の
主
張

に
よ
っ
て
も
、
せ
い
ぜ
い
、
通
行
地
役
権
が
要
役
地
を
買
い
受
け
て

右
土
地
に
つ
き
所
有
権
移
転
登
記
が
経
由
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
第

一
審
原
告
ら
は
、
承
役
地
取
得
者
た
る
第
一
審
被
告
ら
に
対
し
て
登

記
な
く
し
て
通
行
地
役
権
を
主
張
で
き
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
認
め

る
べ
き
と
い
う
に
と
ど
ま
り
、
そ
う
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
他
に

特
段
の
登
記
原
因
が
な
い
の
に
当
然
に
第
一
審
被
告
ら
に
通
行
地
役

権
の
設
定
な
い
し
移
転
の
登
記
手
続
を
請
求
で
き
る
こ
と
に
な
る
わ

け
で
は
な
い｣

こ
の
判
決
は
、
な
ぜ
、
Ｘ
ら
が
ま
ず
主
張
し
た
Ａ
Ｂ
間
設
定
を
登

記
原
因
と
す
る
地
役
権
登
記
請
求
で
は
な
く
、
第
二
次
的
で
あ
る
時

効
を
登
記
原
因
と
す
る
登
記
請
求
の
方
を
優
先
し
て
退
け
る
判
断
を

示
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
推
測
す
る
に
、
控
訴
審
は
中
間
省
略
登
記
の

問
題
を
気
に
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
あ
る
い
は
、
こ
の
種
の
権
利
に

つ
い
て
登
記
ま
で
認
め
る
べ
き
で
な
い
と
の
価
値
判
断
が
控
訴
審
に

お
い
て
先
ん
じ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、
地
役
権
登
記
請

求
を
退
け
る
た
め
に
、
時
効
不
成
立
を
そ
の
道
具
と
し
て
使
用
し
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
控
訴
審
判
決
が
、
第
一
審
が
省
略
し
た

時
効
判
断
を
あ
え
て
行
な
い
、
そ
の
不
成
立
を
宣
言
し
た
の
は
、
実

は
、
そ
れ
を
登
記
請
求
棄
却
の
主
た
る
理
由
と
す
る
目
的
に
も
と
づ

い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、｢

な
お｣

と
続
け
て
、

(
)

書
き
し
て
第
一
次
的
登
記
請
求
に
つ
き

｢

他
に
特
段
の
登
記

原
因
が
な
い｣

と
の
ご
く
簡
単
な
表
現
で
棄
却
理
由
を
述
べ
た
点
、

観
客
の
目
を
左
手

(

時
効
否
定)

に
集
中
さ
せ
て
お
い
て
右
手
で
ト

リ
ッ
ク
を
仕
掛
け
る
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
手
法
を
思
わ
せ
る
。

し
か
し
、
こ
の

｢

右
手｣

の
奇
妙
な
動
き
に
注
目
す
れ
ば
、
そ
の

問
題
点
が
明
確
と
な
る
。
そ
れ
は
、
同
控
訴
審
判
決
が
Ａ
Ｂ
間
の
黙
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示
設
定
行
為
の
存
在
を
認
め
つ
つ
、｢

特
段
の
登
記
原
因
が
な
い｣

と
判
断
し
た
点
に
あ
る
。
む
ろ
ん
、
提
訴
時
点
で
の
要
役
地
・
承
役

地
所
有
者
で
あ
る
Ｘ
ら
と
Ｙ
ら
の
間
に
お
い
て
は
特
段
の
登
記
原
因

た
る
法
律
行
為
や
法
律
事
実
は
存
在
し
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
者
ら

が
、
す
で
に
成
立
し
た
地
役
権
及
び
そ
の
負
担
義
務
の
特
定
承
継
人

だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
者
ら
の
間
で
は
そ
の
意
味
で

の
登
記
原
因
が
な
い
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
被
承
継
人
Ａ
Ｂ
間
で
行

な
わ
れ
た
黙
示
設
定
行
為
は
、
Ｘ
ら
の
Ｙ
ら
に
対
す
る
地
役
権
登
記

請
求
に
お
け
る
登
記
原
因
と
は
な
ら
な
い
の
か
。
も
し
、
Ａ
Ｂ
間
の

黙
示
設
定
行
為
の
後
に
、
Ａ
が
Ｂ
に
地
役
権
設
定
登
記
を
請
求
す
れ

ば
、
裁
判
所
は
、
こ
の
設
定
行
為
を
登
記
原
因
と
し
て
認
容
せ
ざ
る

を
え
な
い
だ
ろ
う
。
黙
示
で
あ
る
か
ら
登
記
原
因
が
な
い
な
ど
と
は

判
示
で
き
る
は
ず
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
、
要
役
地
の
特
定
承

継
人
Ｘ
ら
が
こ
の
登
記
請
求
権
を
承
継
し
た
と
の
理
由
で
同
登
記
請

求
を
認
容
す
れ
ば
、
こ
れ
は
一
種
の
中
間
省
略
登
記
と
な
る
。

[

６]

判
決
は
、
原
審
を
破
棄
し
て
、
登
記
原
因
が
存
在
す
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
は
、
当
初
の
分
譲
契
約
当
事
者

(

Ａ
Ｂ)
間

の
黙
示
設
定
行
為
で
あ
る
。
こ
れ
は
、[

６]

判
決
が
認
め
た
Ｘ
の

地
役
権
設
定
登
記
請
求
権
が
、
Ａ
か
ら
中
間
者
を
経
て
、
Ｘ
に
承
継

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
事
例
で
は
、
当
初
の
地
役
権
登
記
義
務
者
た
る
Ａ
が
す
で
に

承
役
地
た
る
乙
土
地
を
他
に
譲
渡
し
て
い
る
の
で
問
題
が
複
雑
に
見

え
る
。
し
か
し
、
前
記��
要
件
に
よ
っ
て
、
乙
土
地
取
得
者
Ｙ
は

第
三
者
か
ら
排
除
さ
れ
る
の
で
、
結
局
、
こ
の
事
例
に
お
い
て
は
、

乙
土
地
は
Ｙ
に
譲
渡
さ
れ
ず
、
現
在
も
Ａ
の
も
と
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
と
い
う
ケ
ー
ス
を
想
定
す
れ
ば
よ
い
。
こ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
Ａ

に
対
す
る
Ｘ
の
地
役
権
設
定
登
記
請
求
を
許
す
と
す
れ
ば
、
や
は
り

そ
れ
は
、
一
種
の
中
間
省
略
登
記
請
求
を
認
め
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

そ
れ
は
、
承
役
地
登
記
簿
乙
区
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く

(

こ
こ

に
は
地
役
権
者
氏
名
等
は
登
記
さ
れ
な
い

不
動
産
登
記
法
八
○

条
二
項)

、
要
役
地
登
記
簿
甲
区
の
問
題

(

た
だ
し
要
役
地
単
独
で

は
な
く
承
役
地
と
の
関
係
に
お
け
る
問
題)

と
し
て
表
わ
れ
る
。
承

役
地
と
要
役
地
に
お
け
る
以
下
の
登
記
事
項
を
照
合
す
れ
ば
、
地
役

権
設
定
を
受
け
た
者
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
地
役
権
特
定
承
継
人
に

よ
っ
て
同
登
記
申
請
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
明
白
と
な
る
。

①

承
役
地
登
記
簿
乙
区
に
お
け
る
地
役
権
設
定
登
記
原
因
年
月

日
②

右
区
に
お
け
る
地
役
権
登
記
申
請
受
付
の
年
月
日
及
び
受
理

番
号

③

要
役
地
登
記
簿
甲
区
に
お
け
る
所
有
者
ら
の
登
記
原
因
の
年

月
日
及
び
受
理
番
号

不
動
産
登
記
法
の
理
念
か
ら
す
れ
ば
、
登
記
原
因
た
る
法
律
行
為

の
当
事
者
に
よ
っ
て
そ
の
設
定
登
記
申
請
が
行
な
わ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
こ
こ
で
、
そ
れ
以
外
の
者
に
よ
っ
て
当
該
設
定
に
関
す
る
登
記

黙
示
の
地
役
権
設
定
と
登
記
請
求

(

江
渕)

三
九
三



手
続
が
と
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
右
の
理
念
が
没
却
さ
れ
る
こ
と

に
な
ら
な
い
か
。
所
有
権
移
転
登
記
に
お
け
る
中
間
者
省
略
の
問
題

は
、
当
該
登
記
面(

甲
区)

に
お
い
て
は
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

地
役
権
設
定
登
記
に
お
け
る
そ
れ
は
、
登
記
面

(

承
役
地
乙
区
と
要

役
地
甲
区
の
照
合
に
よ
り)

に
は
っ
き
り
と
表
わ
れ
て
し
ま
う
。
前

者
に
お
い
て
は
、
実
体
上
の
権
利
変
動
過
程
を
登
記
面
か
ら
隠
し
て

し
ま
う
と
い
う
と
こ
ろ
が
問
題
と
な
る
が
、
後
者
で
は
、
申
請
人
が

登
記
原
因
た
る
法
律
行
為
の
当
事
者
で
は
な
い
と
い
う
事
実
を
登
記

面
に
表
わ
し
て
し
ま
う
こ
と
と
な
る
。
こ
の
点
、
所
有
権
移
転
登
記

の
場
合
よ
り
、
地
役
権
設
定
登
記
の
方
が
、
問
題
が
や
っ
か
い
だ
と

い
う
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

最
高
裁[

６]

判
決
は
、
と
く
に
こ
の
問
題
に
触
れ
る
こ
と
な
く
、

地
役
権
設
定
登
記
請
求
を
認
容
し
た
。
こ
の
事
件
で
は
中
間
者
Ｂ
の

同
意
が
得
ら
れ
て
い
た
形
跡
は
な
い
。[

６]

判
決
は
、
通
行
を
目

的
と
し
た
地
役
権
の
登
記
請
求
権
と
所
有
権
の
そ
れ
と
で
は
異
な
る

か
ら
中
間
者
同
意
の
な
い
中
間
省
略
登
記
で
あ
っ
て
も
認
め
る
、
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

た
し
か
に
、
地
役
権
設
定
登
記
に
お
け
る
中
間
者
省
略
の
問
題
は
、

所
有
権
移
転
登
記
の
そ
れ
よ
り
、
深
刻
で
な
い
と
も
い
え
そ
う
で
あ

る
。
問
題
を
解
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
甲
土
地
の
所
有
権
登
記
が

最
初
の
分
譲
者

(

Ａ)

に
留
保
さ
れ
た
状
態
で
、
こ
の
土
地
が
中
間

者

(

Ｂ)

を
経
由
し
て
Ｘ
に
譲
渡
さ
れ
た
と
い
う
場
合
を
想
定
し
よ

う
。
こ
の
場
合
、
最
判
昭
和
四
○
年
九
月
二
一
日
民
集
一
九
巻
六
号

一
五
六
○
頁
の
趣
旨
か
ら
す
れ
ば
、
Ｘ
の
Ａ
に
対
す
る
所
有
権
移
転

登
記
請
求
を
認
め
る
た
め
に
は
、
中
間
者
Ｂ
の
同
意
が
不
可
欠
で
あ

る
。
そ
れ
は
、
Ｂ
の
Ｘ
に
対
す
る
登
記
義
務
と
Ｘ
の
Ｂ
に
対
す
る
代

金
支
払
義
務
が
同
時
履
行
の
関
係
に
立
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
こ

の
場
合
、
Ｂ
の
Ｘ
に
対
す
る
代
金
債
権
は
、
Ｂ
の
Ａ
に
対
す
る
所
有

権
移
転
登
記
請
求
権
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、[

６]

事
例
に
お
い
て
、
Ｂ
の
Ａ
に
対
す
る
地
役
権
設

定
登
記
請
求
権
が
、
Ｂ
の
Ｘ
に
対
す
る
代
金
債
権
の
担
保
と
な
っ
て

い
る
と
い
う
事
態
は
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
Ａ
Ｂ
間
地

役
権
設
定
が
黙
示
で
あ
り
、
Ｂ
が
そ
の
よ
う
な
登
記
請
求
権
を
有
し

て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、[

６]

判
決
は
、
Ｘ
の
Ｙ
に
対

す
る
登
記
請
求
が
中
間
者
を
省
略
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
問
題
と

し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
登
記
原
因
た
る
法
律
行
為
の
当

事
者
と
登
記
申
請
人
が
異
な
る
と
い
う
問
題
は
、
ど
う
し
て
も
残
っ

て
し
ま
う
。

と
こ
ろ
で
、
先
ほ
ど
、[

５]

の
判
旨
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
岡

本
教
授
の
問
題
提
起
に
触
れ
た
。
仮
に
、
前
記��
二
つ
の
要
件
を

も
っ
て
、
通
行
地
役
権
負
担
の
承
継
と
い
う
効
力
の
発
生
要
件
と
し

て
捉
え
る
と
き
、
地
役
権
設
定
登
記
請
求
権
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

前
述
の
よ
う
に
、[

６]

判
決
と
は
別
の
視
点
も
生
れ
よ
う
。
そ
れ

島
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は
、
現
在
の
地
役
権
者
の
承
役
地
所
有
者
に
対
す
る
地
役
権
設
定
登

記
請
求
権
の
原
始
取
得
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
右
の
見
地
が
参

考
と
な
る
が
、
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
次
の
よ
う
に
難
点
が
な
い
わ

け
で
は
な
い
。

本
件
と
同
じ
く
、
要
役
地
を
甲
土
地
、
承
役
地
を
乙
土
地
と
し
て
、

考
え
て
み
よ
う
。
甲
乙
土
地
が
も
と
一
体
で
、
Ａ
の
所
有
に
属
し
て

い
た
と
こ
ろ
、
Ａ
が
こ
れ
を
甲
土
地
と
乙
土
地
に
分
筆
し
、
甲
土
地

が
Ａ
↓
Ｂ
↓
Ｘ
、
乙
土
地
が
Ａ
↓
Ｃ
↓
Ｙ
と
譲
渡
さ
れ
、
Ａ
Ｂ
間
で

乙
土
地
を
承
役
地
と
す
る
通
行
地
役
権
設
定

(

た
だ
し
未
登
記)

が

あ
っ
た
と
す
る
。
こ
こ
で
、
乙
土
地
の
Ｃ
所
有
時
代
に
前
記��
要

件
が
成
立
し
て
い
な
け
れ
ば
、
Ｃ
は
Ｘ
の
地
役
権
登
記
欠
缺
を
主
張

し
う
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
通
路
が
乙
土
地
上
に
Ｘ
に
よ
っ
て

設
置
さ
れ

(

す
な
わ
ち
要
件�
が
成
立
し)

、
こ
れ
を
悪
意
又
は
過

失
の
あ
る

(

要
件�
が
成
立
す
る)

Ｙ
が
譲
り
受
け
た
場
合
、
Ｙ
は

Ｘ
の
地
役
権
登
記
欠
缺
を
主
張
し
う
る
第
三
者
に
当
た
ら
な
い
と
し

て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
Ｘ
は
、
Ｃ
に
は
同
登
記
請
求

で
き
な
い
が
、
Ｙ
に
対
し
て
は
こ
れ
が
で
き
る
と
い
う
場
合
が
あ
り

う
る
の
で
は
な
い
か(

た
だ
し
、
通
常
は
分
譲
時
に
通
路
が
Ａ
に
よ
っ

て
開
設
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
右
は
レ
ア
・
ケ
ー

ス
で
あ
る)

。
問
題
は
、
そ
の
よ
う
に
解
し
た
場
合
、
Ｙ
に
お
け
る

地
役
権
負
担
は
ど
こ
か
ら
承
継
さ
れ
る
の
か
、
で
あ
る
。
前
記
二
つ

の
要
件
に
よ
り
、
承
役
地
特
定
承
継
人
に
お
い
て
、
前
主
か
ら
の
負

担
承
継
と
い
う
効
力
が
発
生
す
る
と
考
え
る
場
合
、
前
主

(

Ｃ)

に

お
い
て
右
要
件
欠
缺
の
た
め
に
そ
の
承
継
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
、
承
継
地
譲
受
人

(

Ｙ)

の
負
担
承
継
の
説
明
が
つ
き

に
く
い
。
こ
の
場
合
、
Ｙ
は
、
Ｃ
で
は
な
く
Ａ
か
ら
承
継
す
る
と
い

う
理
論
構
成
が
考
え
ら
れ
る
が
、
や
や
擬
制
的
と
の
感
が
拭
え
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
前
記��
要
件
が
Ｙ
の
負
担
承
継
を
発
生
さ
せ
る

と
の
見
地
は
、
難
点
が
な
い
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、

こ
の
見
解
は
、
実
体
面
だ
け
で
な
く
、
地
役
権
設
定
登
記
請
求
権
を

考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

[

６]

判
決
や
本
判
決
は
、
黙
示
設
定
者
間
の
合
意
を
現
在
の
地

役
権
者
に
よ
る
地
役
権
設
定
登
記
請
求
権
の
登
記
原
因
と
解
し
た
。

し
か
し
、
右
の
例
に
お
い
て
、
Ｂ
の
同
意
な
く
こ
れ
を
認
め
る
こ
と

に
つ
き
、
前
述
の
よ
う
に
、
Ｂ
の
Ｘ
に
対
す
る
代
金
債
権
が
Ｂ
の
Ａ

に
対
す
る
地
役
権
設
定
登
記
請
求
権
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
て
い
る
と

の
事
情
が
な
い
に
し
て
も
、
事
実
を
忠
実
に
登
記
面
に
表
わ
す
べ
き

不
動
産
登
記
法
の
理
念
に
も
と
る
と
い
う
問
題
は
解
決
さ
れ
て
い
な

い
。
そ
こ
で
、
前
記
二
要
件
の
成
立
に
よ
り
Ｙ
が
Ｘ
の
地
役
権
登
記

欠
缺
を
主
張
で
き
な
い
地
位
を
負
担
す
る
に
到
っ
た
と
の
判
決
を
登

記
原
因
と
す
る
地
役
権
設
定
登
記
が
一
つ
の
方
法
と
な
る
の
で
は
な

い
か
。
す
な
わ
ち
、
前
記
二
要
件
を
地
役
権
設
定
登
記
請
求
権
の
効

力
発
生
要
件
と
す
る
と
い
う
見
地
で
あ
る

(

こ
れ
は
あ
く
ま
で
、
登

記
面
に
お
け
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
あ
り
、
Ｘ
に
よ
る
実
体
上
の
地
役
権

黙
示
の
地
役
権
設
定
と
登
記
請
求

(
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取
得
原
因
を
そ
の
よ
う
に
解
す
る
と
い
う
の
で
は
な
い)

。

一
般
に
、
判
決
に
よ
る
登
記
に
お
い
て
は
、
登
記
原
因
は
そ
の
判

決
理
由
の
中
で
明
ら
か
に
さ
れ
る
が
、
た
と
え
ば
詐
害
行
為
の
取
消

な
ど
、
判
決
に
よ
っ
て
権
利
変
動
が
生
ず
る
場
合
、
判
決
自
体
が
登

記
原
因

(

そ
の
場
合
の
日
付
は
判
決
確
定
の
日)

と
な
る
。
右
の
例

に
お
け
る
、
Ｘ
の
Ｙ
に
対
す
る
登
記
権
利
者
と
し
て
の
地
位
は
Ｘ
が

Ｂ
か
ら
承
継
し
、
そ
の
登
記
義
務
者
と
し
て
の
地
位
は
Ｙ
が
Ｃ
か
ら

承
継
す
る
と
解
す
る
の
で
は
な
く
、
判
決
に
よ
っ
て
、
Ｘ
Ｙ
が
そ
れ

ぞ
れ
登
記
権
利
者
・
登
記
義
務
者
と
し
て
の
地
位
を
原
始
的
に
取
得

す
る
と
構
成
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
方
法
に
よ
れ
ば
、
中
間
省
略
登

記
の
問
題
は
生
じ
な
い
。

も
っ
と
も
、
こ
の
方
法
も
、
相
当
に
擬
制
的
で
は
あ
る
。
や
は
り
、

地
役
権
は
Ｂ
↓
Ｘ
、
そ
の
負
担
は
Ａ
↓
Ｃ
↓
Ｙ
と
承
継
さ
れ
、
Ｘ
と

Ｃ
又
は
Ｙ
間
を
通
常
の
対
抗
関
係
と
理
解
し
、
そ
の
上
で
、
Ｘ
の
未

登
記
地
役
権
は��
要
件
未
成
立
時
の
Ｃ
に
は
対
抗
で
き
な
か
っ
た

も
の
の
、
そ
の
成
立
に
よ
り
Ｙ
に
は
対
抗
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

の
見
地
が
妥
当
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
に
し
て
、
Ｘ
の
Ｙ
に
対

す
る
地
役
権
登
記
請
求
に
つ
い
て
は
、
登
記
原
因
を
Ａ
Ｂ
間
設
定
に

求
め
、
そ
の
権
利
が
通
行
地
役
権

(

及
び
そ
の
設
定
が
黙
示)

で
あ

る
こ
と
の
特
殊
性
か
ら
、
例
外
と
し
て
、
Ｂ
の
同
意
な
し
で
こ
れ
を

認
め
る
と
す
る
の
が
最
も
平
易
な
方
法
で
あ
ろ
う
か
。
登
記
原
因
に

お
け
る
当
事
者
と
申
請
人
が
異
な
る
と
い
う
事
態
は
、
問
題
と
し
な

い

(

物
権
変
動
に
お
け
る
意
思
主
義
の
原
則
上
、
登
記
面
に
か
か
る

問
題
が
生
ず
る
の
は
や
む
を
え
な
い)

と
し
て
お
く
の
も
方
法
の
一

つ
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
実
務
的
に
は
こ
の
解
釈
で
進
む
こ
と
に
な

ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
本
判
決
は
、��
要
件
が
成
立
す
れ
ば
承
役
地
譲
受

人
が
地
役
権
者
の
地
役
権
登
記
欠
缺
を
主
張
し
う
る
第
三
者
か
ら
排

除
さ
れ
る
こ
と
、
同
地
役
権
者
が
か
か
る
承
役
地
譲
受
人
に
対
し
て

地
役
権
設
定
登
記
請
求
権
を
取
得
す
る
こ
と
、
当
初
の
分
譲
契
約
当

事
者
間
に
お
け
る
黙
示
の
通
行
地
役
権
設
定
が
そ
の
登
記
原
因
た
り

う
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
最
高
裁

[

６]

判
決
以
降
の
最
初
の
公

刊
下
級
審
判
決
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。[

６]

判
決

の
判
例
と
し
て
の
地
位
が
さ
ら
に
固
ま
っ
た
と
い
え
る
。

八

通
行
地
役
権
と
囲
繞
地
通
行
権
の
重
複
成
立

分
譲
地
内
通
路
に
関
す
る
法
律
関
係
で
気
に
か
か
る
こ
と
は
、
囲

繞
地
通
行
権
と
の
関
係
で
あ
る
。
本
件
は
袋
地
の
事
例
で
は
な
い
が
、

補
足
的
に
こ
の
点
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

地
役
権
と
異
な
っ
て
、
こ
の
通
行
権
は
約
定
に
よ
る
も
の
で
は
な

く
、
ま
た
登
記
さ
れ
る
権
利
で
も
な
い
。
通
常
、
囲
繞
地
通
行
権
は
、

法
定
通
行
権
と
し
て
、
約
定
通
行
権
た
る
地
役
権
と
は
区
別
さ
れ
る

概
念
だ
が
、
裁
判
例
の
中
で
は
、
結
合
し
た
形
で
現
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
た
と
え
ば
、
分
割
に
よ
っ
て
生
じ
た
袋
地
の
所
有
者
が
他
の
分
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割
者
の
所
有
地
譲
受
人
に
対
し
て
二
一
三
条
の
囲
繞
地
通
行
権
の
負

担
を
承
継
し
た
と
主
張
し
た
事
例
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、
こ
れ
を

通
行
地
役
権
の
問
題
と
し
て
扱
っ
て
い
る

(

東
京
地
判
昭
和
三
八
年

六
月
二
五
日
下
民
集
一
四
巻
六
号
一
二
○
九
頁)

。
こ
の
事
例
で
は
、

分
譲
者
が
被
分
譲
者
に
対
し
て
二
一
三
条
被
通
行
地
の
通
行
を
許
容

す
る
意
思
表
示
を
し
て
お
り
、
裁
判
所
は
こ
の
意
思
表
示
に
つ
い
て
、

｢

〈
分
譲
者
氏
名
略
〉
は
土
地
の
分
譲
者
と
し
て
民
法
第
二
一
三
条
二

項

(

一
項
の
誤
り
か

引
用
者
註)

に
よ
り
原
告
等
の
通
行
権

(

斯
る
通
行
権
は
所
有
権
の
拡
張
と
し
て
物
権
的
性
質
を
有
す
る)

を
容
認
す
べ
き
立
場
に
あ
つ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
法
律
的
に
は
一

種
の
地
役
権
設
定
の
合
意
と
解
し
て
妨
げ
な
い｣

と
判
示
し
て
い
る
。

右
の
判
決
は
、
被
分
譲
者
が
取
得
し
た
通
行
権
を
、
そ
の
主
張
通

り
率
直
に
二
一
三
条
の
囲
繞
地
通
行
権
と
し
て
保
護
す
れ
ば
よ
い

(

分
譲
者
に
よ
る
通
行
許
諾
は
囲
繞
地
通
行
権
の
確
認
と
判
示
す
れ

ば
よ
い)

も
の
を
、
何
故
に
こ
れ
を
地
役
権
の
問
題
と
し
て
審
理
し

た
の
か
理
解
に
苦
し
む
と
こ
ろ
で
は
あ
る
。
た
だ
、
被
分
譲
者
が
囲

繞
地
通
行
権
で
は
な
く
、
通
行
地
役
権
を
主
張
し
た
事
例
の
中
に
は
、

袋
地
の
事
例
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る

(

中
野
簡
判
昭

和
三
九
年
二
月
二
四
日
判
時
三
七
○
号
四
一
頁
、
福
岡
地
判
昭
和
四

五
年
一
二
月
二
四
日
判
タ
二
六
○
号
二
九
四
頁
、
名
古
屋
地
判
昭
和

五
七
年
八
月
二
五
日
判
時
一
○
六
五
号
一
六
一
頁)

。
多
く
の
私
道

通
行
権
に
つ
い
て
地
役
権
設
定
登
記
が
行
な
わ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ

か
ら
紛
争
と
な
り
、
後
述
の
よ
う
に
、
通
路
敷
地
所
有
権
取
得
者
に

よ
る
同
登
記
欠
缺
主
張
が
問
題
と
な
る
。
分
譲
に
よ
っ
て
生
じ
た
私

道
の
通
行
権
が
二
一
三
条
の
囲
繞
地
通
行
権
と
し
て
処
理
で
き
れ
る

の
で
あ
れ
ば
、
未
登
記
と
い
う
点
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う

な
土
地
に
つ
い
て
、
あ
え
て
通
行
地
役
権
の
主
張
が
行
な
わ
れ
る
理

由
の
一
つ
と
し
て
、
地
役
権
登
記
を
実
現
し
た
い(

こ
の
登
記
に
よ
っ

て
通
行
権
の
存
在
を
公
示
し
た
い)

と
い
う
通
行
権
者
の
事
情
が
う

か
が
え
る

(

前
記
三
事
例
の
う
ち
、
中
野
簡
判
昭
和
三
九
年
二
月
二

四
日
と
福
岡
地
判
昭
和
四
五
年
一
二
月
二
四
日
の
二
例
が
そ
れ
で
あ

る)

。も
と
よ
り
、
約
定
の
権
利
た
る
通
行
地
役
権
と
法
定
の
そ
れ
で
あ

る
囲
繞
地
通
行
権
は
、
必
ず
し
も
二
律
背
反
的
な
関
係
に
あ
る
の
で

は
な
く
、
両
者
は
並
存
し
う
る
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
二
一
○

条
の
囲
繞
地
通
行
権
の
行
使
は
必
要
に
し
て
損
害
の
最
少
の
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が

(

民
法
二
一
一
条
一
項)

、
囲
繞
地
が
受
け

る
損
害
が
最
少
で
な
く
て
も
、
通
行
権
者
に
よ
る
金
銭
填
補
で
囲
繞

地
所
有
者
が
こ
れ
を
受
忍
す
る
と
い
う
合
意
が
あ
っ
た
場
合
、
こ
の

通
行
は
法
定
通
行
権
の
範
囲
を
超
え
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
か

か
る
場
合
に
は
、
法
定
通
行
権
と
約
定
通
行
権
の
並
存
は
明
確
で
あ

る
。
二
一
三
条
の
囲
繞
地
通
行
権
の
場
合
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
と
す

れ
ば
、
分
譲
地
が
袋
地
で
あ
る
場
合
、
も
と
の
土
地
の
範
囲
内
に
設

け
ら
れ
た
通
路
に
つ
い
て
分
譲
者
が
被
分
譲
者
に
明
示
で
通
行
許
諾

黙
示
の
地
役
権
設
定
と
登
記
請
求

(

江
渕)

三
九
七



の
意
思
表
示
を
し
た
場
合
、
こ
れ
を
通
行
地
役
権
設
定
と
見
る
こ
と

も
で
き
る
。
黙
示
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
被
分
譲
者
が
通
路
敷
地
所

有
権
取
得
者
に
対
し
て
地
役
権
登
記
手
続
を
訴
求
す
る
場
合
、
囲
繞

地
通
行
権
で
あ
る
か
ら
と
の
理
由
だ
け
で
こ
れ
を
退
け
る
の
は
妥
当

で
は
な
か
ろ
う
。
前
述
の
両
通
行
権
並
存
の
観
点
か
ら
、
こ
れ
を
許

容
す
る
こ
と
は
差
し
支
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
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